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序
文化の向上発展は、 本質的には常に前進し琢磨し想像するなかに

こそ育てられるものと考えます。 先人の残した埋蔵文化財は長い歴

史の過程のなかで様々な生活ドラマを描き、 常に新しい開花を繰り

返しながら時代の流れとともに真の文化的価値観が今日まで伝承さ

れてきたものと確信いたすものであります。

このたび発掘調査いたしました松原遺跡は、 長野市松代町東寺尾

地籍に位置し、 千曲川の自然堤防上にあります。 南には数多く歴史

の舞台となった松代、北には5 00余基を数え、積石塚で有名な大室古

墳群が位置しております。 また背後には中世山城の寺尾城跡、 金井

山城跡があり、 歴史的にも恵まれた環境にあるところであります。

松原遺跡は昭和53年に『更級埴科地方誌』にて紹介される他は本

格的な調査を受けないまま現在に至りました。 近年、 中央自動車道

長野線や上信越自動車道の建設北上に伴い、 帥長野県埋蔵文化財セ

ンタ ーによる発掘調査が実施されております。 また高速道関連の開

発事業も活発化し、 激増するものと思われます。 今回は長野南農業

協同組合の新施設建設工事に起因するおよそ2000面の調査でありま

したが、 遺跡の規模• 内容ともに善光寺平最大級の集落跡であるこ

とが確認されました。

ここに、 長野市の埋蔵文化財第40集を刊行いたしました。 広くご

活用いただければ幸甚に存じます。

最後になりましたが、 長野南農業協同組合の皆様、 工事請負者腕

北信土建の皆様、 調査に携わっていただいた作業員の皆様等関係者

各位には本報告書の上梓をもって感謝の意を表します。

平成3 年3月

長 野 市教育委員会

教育長 奥村秀雄



例言・凡例

1 、本書は 、 長野県長野市松代町東寺尾地籍に所在する松原遺跡の、「長野南農業協同組合集出荷場施設建設事業」

にと もない実施した 埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2 、 本書では、 調査によって確認された遺構・遺物を中心に、 その基本資料を提示することに主眼を置いた。資

料掲載の要領は次のとおりである。

(1) 検出した遺構・遺物の概要は、そ れぞ れIII章·IV章において記述した。

(2) 実測図等に掲載した方位は全て座標北を表している。なお磁北は真北 より西へ約 6 ゜40'の偏差がある。

(3) 遺構の測量は平面直角座標系第 VIII系の座標値と日 本水準原点の標高を基準とし、 コ ー ディックシステムを

援用するため闇写真測図研究所に委託した。現場にて 1 : 20の縮尺で基本原図を作成し、 本書では 1 : 80の

縮尺に統一して掲載している。ただし遺物出土状況実測図等の詳細図に 関してはこの限りではないため、縮

尺を明示してある。

(4) 住居跡等の実測図において、 焼土 ・ 炭化物等の区別は下記のとおり網掛に よって表記した。さらに弥生時

代の住居跡に関しては、下記のとおり石器類の出土位置を示した。

焼土 ・ 焼土痕…… 塵璽鵬鵬炭化物••…• ［□□□］打製 ・ 磨製石鏃…••▲ その他の石器•石製品……●

(5) 遺物に関しては原寸にて 実測図を作成し、 基本的に土器… 1 : 4 、石器• 石製品 1 : 1 、金属器… 1 : 3 、

に統一してある。ただし遺物の種類に よってはこの限りでないため 、 縮尺を明示してある。

(6) 土器の実測図において 、 土器の種類はその断面の網掛により、 黒色処理 ・ 朱墨痕 、 赤色塗彩等は網掛. 2 

色刷り等によって表記した。

須恵器…--D 灰釉陶器… ... 土師器 ・ 弥生土器…… 白抜き 黒色処理…--D
3 、調査及び整理は矢口• 青木の指導に基づき飯島が総括し、記録は各調査員が分担した。整理における調査員

の分担は下記の通りである。
・ 遺構図整理 寺島· 飯島
・ 遺物整 理 小松 ・ 大室• 今井
・ 遺物実測 中殿· 矢口（栄）・ 小林• 寺島・飯島
• 浄 書 寺島· 飯島
・ 写 真 飯島
・ 執 筆 矢口(I章1節）・中殿(I V章1節a). 寺島(III章3節a-d 、 IV章2節ab)· 飯島

4 、 本書のII章 「松原遺跡周辺の環境」として、和田 博氏（長野市立博物館専門員）にご執箪いただいた。ま

た出土した石器類に 関して、整理 ・ 実測• 浄書• 原稿執箪を久保勝正氏（斎宮歴史博物館主事）にお願いし 、

IV章 2節C 「石器•石製品」として玉稿を賜った。記して感謝申し上げたい。

5 、調査に よって得ら れた諸資料は長野市 教育委員会（長野市 埋蔵文化財センタ ー） が保管している。なお、 出

土遺物の注記記号は「MMTNJと表記してある。
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I 調査の経過

1 調査の事務経過

松原遺跡は従来より松代自然堤防上に 展開する弥生時代中期から平安時代に 亘る複合遺跡として周知されてき

た。特に 帥長野県埋蔵文化財センタ ーが平成 元年より発掘調査を実施している上信越自動車道建設地では 、 弥生

時代中期の 大遺構群が発見され 、 更に 縄文時代早期に まで遡る遺物・ 遺構が検出されている。ことほどさように

今ま で予知されなかった新所見が次々に明るみ出てきて、 遺跡の 学問的評価が急上昇している。そんな折り、 上

信越自動車道建設隣接地に 国庫補助による集出荷場建設事業が長野南農業協同組合 より急浮上してきた。以下書

類に 残された日付を 追って事務経過を記する。

平成 元年12月13日付 長野南農業協同組合組合長理事田口忠幸より 「 埋蔵文化財発掘調査依頼書」の 提出が

ある。 「発掘調査依頼月日 平成 2年3 月 1 日」とあったが 、 事業量· 調査期間・調査費

等を勘案したところ年度内事業は不可能であると結論し、 更に、新年度初頭からの 渚手

にも他の 開発事業との関係から困難が予想されるため、 関係機関と発掘調査事業量の 変

更協議を 進める。

平成 2年3 月1日付 文化財保護法第 98 条の 2第 1項の 規定による 「 埋蔵文化財発掘調査の通知に ついて」

を提出する。

3 月30日付 文化財保護法第57 条の 2第 1項の 規定による 「 埋蔵文化財発掘調査の 届出に ついて」

を提出があり 、 4 月2日付で長野県教育委員会教育長あて 進達する。

4 月2日付 「埋蔵文化財発掘調査委託契約書」を 締結する。

4 月5 日 「松原遺跡（蔑協集出荷施設）の発掘調査に ついて」実施協議書決済なる。

4 月5 日-7 月31日 発掘調査を実施する。

4 月10日付 洵写真測図研究所と 「松原遺跡遺構測量業 務委託契約書」を 締結する。

7 月30日付 長野南農業協同組合理事長と 「弥生時代河川跡の保護に ついて」協議書を 取交わす。

8 月8 日付 「発掘調査終了届」·「 埋蔵文化財拾得 届」． 「保管 届」を関係機関へ提出する。

8 月23日付 「埋蔵文化財認定に ついて （通知 ）」がある。

平成 3 年3 月31日 発掘調査報告書「長野市の 埋蔵文化財第40集 松原遺跡」を 刊行する。

写真 l 調査地遠景（東側の山から） 写真 2 重機による表土剥ぎ作業
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2 調 査 日 誌

平 成 2 年 4 月 5 日 重機に よる表土剥ぎを開始。

4 月6 日 引き続き、重機に よる表土剥ぎ。

4 月7 日 平安面 〔第 1次検出面 〕 を確定させる。

4 月 9 日 機材搬入、テン ト 設営。 遺構検出作業を開

始。

4 月 10 日 重機に よる表土剥ぎ及び、 遺構検出作業を

継続。

4 月12日 遺構検出作業継続。（以後27 日 ま で遺構の検

出作業 が 続 く ） SB 1 · 2 · 4 完掘、写真撮

影。 SB 5 - 9 検出。 本 日 で第 1次検出面の表

土除去を完 了する。

4 月 13日 - 19日 SB 5 - 17検出。

4 月20日 コ ー ディ ッ ク システム測量用測点を設定。

4 月21日 コ ー ディ ッ ク シ ステム に よる測量。

4 月24日 SB15 - 20検出、 掘下げ。 平 面図結線を行

つ 。

4 月 25日 遺跡遠景写真撮影、 2 回 目 の コ ー ディ ッ ク

シ ステムに よる測量。

4 月 26日 平面図結線。 遺跡全 景の写真撮影。

5 月1 日 コ ー ディ ッ ク シ ステム測量 3 回 目 。

5 月2 日 第 1次面の調査を終 了 する。

5 月7 日 重機に よる第 2次面の検出を開始。

5 月8 日 - 10 日 SB21- 25検出。 重機稼動終 了 。

5 月 11 日 コ ー ディ ッ ク シ ステム測量 4 回 目 。

5 月12日 平 面図結線。

5 月13- 14日 コ ー ディ ッ ク シ ステム測量 5 回 目 。

5 月17日 長野市立博物館主催の考 古 学講座 に よる 見

学会、25 名 が現場 見 学 に 訪 れる。

5 月 18日 平面図結線。

5 月 21 日 - 23 日 SB26 - 35検出。

5 月24日 遺跡全景の写真撮影。

5 月 25日 コ ー ディ ッ ク シ ステム測量 6 回 目 。

5 月 26日 平面図結線。

5 月28日 第 2次面の調査を終 了する。

5 月 29日 重機に よる第 3次面〔弥生中期面〕 の検出

を開始。

- 2 -

写真3 遺構面検出作業

写真 4 1 次面遺構掘下げ作業

写真 5 2 次面遺構掘下げ作業

写真 6 3 次面住居跡掘下げ作業



5 月30 日 - 6 月4 日 SB 1 - 8 検出。第 3次面、 調査

区北半分の検出 、 重機稼動終 了 。

6 月5 日 廃土搬出作業 開始。

6 月7 日 SB 9 - 15検出。廃土搬出作業終 了 。

6 月11日 コ ー ディックシ ス テム測量 7 回 目 。

6 月12 日 平面図結線。河川跡 （調査区北隅） 検出。

6 月 13 日 河川跡断面図実測。

6 月14日 - 1 9日 SB16 - 1 8検出。

6 月20 日 - 25 日 厭機 に よ る第 3次面 、 調査区南半分

の検出。

6 月27日 - 2 9 日 SB1 9 - 24、 河川跡 （調査区南一帯）

検出。

7 月2 日 ・ 4 日 コ ー ディック シ ス テム測量 8 回 目 。

7 月5 日 平面図結線。

7 月6 日 空 中 写真撮影及び、 遺跡の全景写真撮影。

7 月10 日 SB25 · 26検出。

7 月12 日 - 16 日 1 号性格不明遺構検出。

7 月 17 日 SB25の床 面 よ り 石 文 出 土。 9 回 目 の コ ー デ

ィ ック ン ステム測量。

写真 7 逍構精査 と実測作業

写真 8 現場 での遺物洗浄作業

7 月18 日 平面図結線。河川跡の掘下げ 開始。 長野市広報課 『広報な がの』 石文の 取 材 に 訪 れる。

7 月20日 - 23日 1 号性格不明遺構平面実測。

7 月24 日 2 号性格不明遺構検出。

7 月 25日 - 27日 2 号性格不明遺構平面 実測。

7 月30日 プ レ ハ ブ 、 テン ト の撤去作業。

7 月31 日 河川跡断面図実測。機材の撤去。 本 日 をも って現場 における全ての調査お よ び作業を完 了する。

写真 9 発掘調査参加 者

―- 3 -



3 調査の体制

本調査は長野市教育委員会（長野市 埋蔵文化財センタ ー ）の直轄事業と し て 実施 し 、その組織は以下のとお り

である。

調査主体 者

総括責任者

庶 務 係

調 査 係

長 野 市 教 育 委 員 会 教 育 長

長野市 埋蔵文化財センタ ー 所 長
主 幹 兼
所長補佐
職 員

調査係長

主 事

主 事

主 事

専 門 員

専 門 員

専 門主事

専門主事

専門主事

職 員

奥村 秀雄

水沢 国 男

小 山 正

青木 厚子

矢口 忠 良

， 青木 和明 （調査主任）

千野 ：I牛ロ

飯島 哲也 （調査主任）

中殿 章子 （調査員）

横 山か よ子

小松 安和

中沢 克三

大室 昂 （調査貝 ）

今井 悦子

執箪参加者 和田 博 （長野市立博物館専門員）

久保 勝正 （三重県立 斎宮歴史博物館主事）

調 査 員 矢口 栄子 ・ 小林 伸子・寺島 孝典

調査参加者 青木つや 子・青木幸子・上 田 清• 上 田 富 子 ・ 片桐みつ子 ・ 北沢秀子 ・ 小林利 男 ・ 小林直 美 ・

酒井 国 衛 ・ 地代所洋子•島田みつ え • 島津一栄• 島津恵 子 • 清水春子 • 杉田せつ 子 ・ 鈴木美智 子 ・

関崎文子・ 多城恵子・立田 淳子 ・ 塚田道三 ・ 常田 千代江 ・ 中沢順子・中沢正明 • 西川一郎 ・

橋爪孝次•深沢要作• 松田と 〈 江 ・ 丸 山 ト キ 子• 宮崎さち き•宮下豊・村松正子 ・ 柳沢秀幸・

山口敏子・ 山下雄三• 吉 田 孝 • 吉野なを枝

整理参加者 池田見紀• 岡 沢治子 ・ 小泉ひろ美•徳 成奈於子

遺構測量委託 有限会社 写真測図研究所 代表 取 締役 杉 本 幸治 （長野市鶴賀678)

発掘調査期間 中、事業主体 者である長野南農業協同組合におか れては、 埋蔵文化財に対 し て深い ご理解をいた

だき絶大 な ご協力を賜った。 ま た調査の実施にあたっては、 工事請負者である腑北信土建の方々や、 隣地である

高速道路用地内を調査中であった 帥長野県埋蔵文化財センタ ーの原明芳氏• 青木一 男 氏をは じめ調査研究員諸氏

よ り 松原遺跡の調査所見を適切にご 教示いただき、 調査を円 滑に進めることができた。 深甚 なる謝意を表し銘記

する ものである。

他にも下記の方々 よ り 有益 な ご指導 ・ ご助言をいただいた。 記 し て感謝を申 し 上げたい。

赤沢徳明・大竹憲昭•唐沢茂• 川越邦江• 北村博義・鐵英記・黒沢浩 • 新谷和孝• 田中邦雄 · 鶴 田 典昭•中沢道

彦• 平松良雄 ・ 古川登• 前 島卓• 町田勝則•宮下健司• 山口明 （敬称略）
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II 松原遺跡周辺の環境

和 田 博 （長野市立博物館専門員）

1 地理的環境

岩鼻の狭陰を破り坂城広谷を北流した千曲川は、 更埴市で長野盆地に流入し流路を東北に転 じ 、 やがて立が花

を盆地からの流出口とし 、 島崎藤村 も 舟下りした先行性峡 谷を飯山盆地 へ 向 う 。

一方 、 中新世中期以降の比較的新し く 脆弱な堆積が主体 である西部山地を集水貫流した犀川は、犀 口 を谷 口 と

して東南流する幾 条 も の支流を分岐し、 おびただしい流土を盆地に搬 入 埋立て 、 裾花·浅川等と相侯 っ て広い沖

積盆を構成して千曲川を盆地東端の河東山地裾に押しや っ ている。

そのため、 千曲川の盆地流入 ・ 流出両地点間 の直距離約25kmに対して高 度 差は僅か20mに過ぎず 、 流路攻繋面

には河 食崖を つ く り堆租面には自然堤防を形成し、その名 のとおり 山 脚を縫 っ て蛇行し、 緩やかな水脈を引いて

「中麻奈休」の万葉古歌を想起させてたゆと う 。その情 景を相馬御風は次の よ う に詠 じ ている。

ゆ く 水のす え 遠々しみすずかる信濃たかはら （高原）秋深みか も

松代附近の河東山地は フ ォ ッ サマグナ 活動で生成された 火 成岩類は じめ、 時期の異なる 火 山 岩類が清野層 （別

所同位層）の泥岩類中に岩脈となり、そ れを脊梁とした 山 稜が数条半 島状に盆地へ突出し、 山稜間 は湾 入部とな

写真10 松原遺跡周 辺航空写真 (Scale � l : 5 , 000) 

- 5 -

← 



第 1 図 松原遺跡周辺地形図 (Scale = 1 : 5 , 000) 
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り出 入の 多 い 複雑な 山 麓線の組み 合せは、 リ アス式海岸線に似 通 う 。

1742年（寛保 2 ) 戌の満水で松代城内 も浸水した苦 い経験から、 1752 (宝暦 2 ) に 城郭から約 1km遠避け蛇行

を少 く して開削した現流路に比し、 旧 流路は城下を洗 い 象 山 離 山•愛宕山 （寺尾城 山先端） に よって松代盆地か

ら分離された清野や松原湾 入部は崖錐 も侵食され、 その左岸には自然堤防を発達させている。

湾 入部への蛇行は、 流下速度の旺盛な犀川支 流の影親が 大き く 、小森へ 流入する古犀川 ・ 1561年（永緑 4 ) 9 

月 10日の払暁戦で上杉武田 両勢か流 れをはさんで戦闘態勢を両 岸 に とったとみら れる杵渕附近流下の支 流や小島

田 ・ 真島堺の支 流等がそ れぞ れ清野•松原 ・ 牧 島への流入堆積を助長している。

旧 流路は自然堤防の堆梢によって後背湿地となり、 清野 ・ 大室では水田や一部に 蓮 田が経営され、 牧島では近

年に至って畑への転換が 多 く なっている。しかし松原では地表がやや低いのみで北端に 化石湖 金井池を 残す。

この地域では牧 島 ・ 柳 島 ・ 猫 島· 道島等 島の つ く 地名 か 多 く 、 そこに は四 ツ 屋逍跡をは じめ 、 古来からの人々

の生活の息吹きを明らかにし、道島 ・ 西寺尾• 柴•釜屋 ・ 牧島 ・ 大室等の集落が現在成立して いる。

本調査地点はそんな松原自然堤防の一角に所在する。元来は寺尾自然堤防と も呼ば れて松代小 学校や城跡附近

から松原へかけての連続堆租面であるが、藤沢川を合流した蛭川が 本遺跡南近隣で浸 食崖をと もなって解析して

はいた ものの、 両 河川はこの上流で天井川となり、中流一帯に湿地を 展開する。温泉団地が造成されてから もし

ばしば浸水に 悩ま されて以来、 揚水機場のはか川筋 も改修され以前の数倍 も深 〈 掘削された。

松原自然堤防上は桑園や長芋栽培か行わ れ 、 近年リ ン ゴや 巨峰の果樹園 も増加している。両端の柴や東寺尾か

ら の住宅地進出はほとん ど 見ら れ な いが 、 高速道及びIC設置は今後急速な変貌をもたらすと予 想される。
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l 松原遺跡 ( @- - ·逍'ft)也）
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26 桑根井空塚古tJ'\
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28 村北古IJ't群

29 小）Lili古1/t

30 天王Ill烹跡

3 1  牧内烹跡

32 滝本密跡

33 池の平窯跡

34 霜城跡

35 金 Jr-山城跡

36 寺尾城跡

37 松代城跡



2 歴 史的環境

松代地域には注 目 に値する遺跡遺構が 多 い。地蔵峠や稲葉 ・ 笹付の旧石器をは じ め、 縄文期には山 麗か ら 山 腹

へかけ、 所に よ っ ては 山 頂に も及び、 弥生時代後期に至ると遺跡は面的な拡大を示す。

古墳時代には前代の遺跡をさら に踏襲拡大し、 松代盆地を一望に見下ろせる舞鶴 山 1 · 2 号墳を盟主的存在と

してこの地域周辺に 多 く の古墳が構築され、 後期には皆神 山 周 辺に群集化する。

そのような中で四 ツ 屋遺跡の弥生 ～ 中世、 城北遺跡の平安期、 松原か ら の弥生 中期末土器の収集等か ら 清野 自

然堤防同様、 寺尾松原 自 然堤防は弥生時代か ら 平安時代に及ぶ相 当 涙密な集落存在が予見されていた。

大室谷や牧 島北谷その他を中心に谷間 や尾根を埋めて500基もの古墳群が指摘されるに もかかわ ら ず 、 金井 山 山

稜の数基以外松原地籍とその周 辺には後期古墳や関連する遺跡遺構は従来報告されていなか っ た。この事実は松

代盆地に比定される英 多郷と牧 島をも含む大室牧との空 白地域を形 成し、 当 時 人々の生活空間 を容認しな い地形

環境であ っ たかと も考え ら れていた。が、 今次調査は予見が正しか っ たことを裏 づけた。

中世以降は話題にこと欠かな い。真田信之が1657年（明暦 3 ) に致仕、 城下北約 3 kmの柴村 （現大鋒寺地藉）

に隠棲し 、 時に 92オ。当 時松原は見事な松並木道であ っ たと伝 える。そのころの 本街道は松原を見下ろす鳥打峠

越 え で現在の主要地方道中野更埴線か1 922年（大正 9 ) 開 通するま で 本 通り、 近世には北 国 往還脇街道であ っ た。

この道筋は近世初 頭の開 通で 、 そ れ以前は標高515mの可候峠、 鎌倉•南北朝時代はさら に上方標高約1055mの消

滝越 えであ っ た。1336年（建武 3 ) 清滝城攻防の史実に も裏書きされるし、 1561年 （永禄 4 ) 上杉輝虎 （謙信）

が手兵を率いて可候峠を越 え たとの俗説さえ 往時の通路への記憶として許容されたのであろう。

その永禄 4 年武 田 晴信（信玄） が海津入城と八幡原への転 進の 2 回と もに 通過した広瀬の渡 もこの隣接地とさ

れ、 山本勘助逍体 が 流 れ ついた伝承のある胴 合橋を現 本流の対岸にした 勘助塚地籍 も西北地続きにある。近世に

な っ て同墓碑はさら に北の西阿弥陀地籍に移されている。 い ず れにせ よ 、 松原を含むこの附近 も激戦場の一角と

見 ら れ よう。
ま つ し ろ

近世初頭 、 加 賀 前 田 候が出府の際に峠上か ら 松城城を見下ろして、 寺と見違えたとの悔蔑に立腹した藩主松平

忠輝が可候峠を廃止した、 との挿話を松代町史は伝 え る。茶地蔵地籍を登る泣坂や加賀 井に下る九十九折の急坂、

こ れが峠名 の もとでありこの峠路が大きな障害で、 北 国 街道が善光寺経 由の平坦路に 変更された要因に加 え ら れ

たのは推測に容易である。

鳥打峠は街道 開設以前 、 寺尾城主の猟場であ っ た。その寺尾氏か1550年（天文1 9) 村上氏に攻撃され 、 信之の

祖父真田幸隆が救援に来ている。金井山城に ついては寡聞にして伝承さえ 耳にしな い。が両拠点の居館や根小屋

とそ れ ら に伴う墓域が松原やそ れに接する金井山 山痰に今次高速道 関連調査で検出された。

鳥打峠路中 腹の扇平地籍に処刑場があり、 今 も 多 く の供養碑が 残されている。近世初代松代藩主に入封した森

忠政は、 1582年（天正10) 織田信長の北信制圧を強行して、 地域の反抗を受けた長兄森長可の報復に往時の主謀

者300余 人を山で断罪したと伝 え ら れ 、 以後二斗八騒動その他の罪 人 （ ？ ） も同様であ っ たと いう。

なお、 北平閉鎖曲線高地で低墳丘墓 • 金井 山 山 麓の中世墓域地下か ら 後期古墳が確認されたこと も附記してお

きたい。

参考資料

「長野市 防 災 基本図 ・表層地質図 J 「長野地域の地質」 r長野市字界図 j 「更級埴科地方誌 1· 2 巻J 「松

代町 史下巻J 「 日 本地名 大辞典第20巻」 「信濃 史料第11巻j 他 「長野県通史j 「長野市の埋蔵文化財第32

某 中 条追跡」 「長野市 の埋蔵文化財第36集屋地追跡J
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III 遺 構

発掘調査の範囲は長野南農業協同組合の集出荷場施設 （総合センタ ー ） 建設予定地であり 、 調査面積は2100m'

である。予定地の調査前状況は、千曲川によ っ て形成された肥沃な沖積地に長 い も ・ ぶ ど う • 玉ねぎ等 を 栽培す

る畑作地であ っ た。この東寺尾地籍一帯に 展開する松原遺跡の中にあ っ て、標高350m 以上の微高地帯に属してい

る。前章で述べて いるとおり千曲川の自然堤防跡と考 え ら れ、 良 好な集落遺構の検出が予測できた。 こ のことは 、

平成元年度 よ り隣接する上信越自動車道建設用地 を 発掘している 帥長野県 埋蔵文化財センタ ーの調査成果か ら も

容易に推測し得た。ー 基 本 層 序 ［第 4 図］

松代町東寺尾一帯は基本的に、長い もの栽培に適した千曲川沖積によ る砂質土層である。調査区内の基本的な

土壌堆積は 9 層に分層される。

層は、 平安時代中期頃の地 山 層

であり 、 この層の上面にて 1次

面 を 検出した。この下層に漸移

層 を 持 ち な か ら V 層として 明 黄

灰色砂質土層が堆積しており 、

その上面が 2次面である。奈良

時代末期か ら 平安時代の初頭と

考 え ら れる。V I層の黒灰褐色土

層は 、 弥生時代後期か ら 古墳時

代の包含層として考え ら れるが、

遺物の含有量か極めて少な く 、

ま た遺構の検出を見なか っ たこ

とか ら 断定できな い。さら にVII

層の漸移層 を 挟みなが ら 、 VIII層

の黄褐色砂質土層が堆租して い

る。 3次面とした弥生時代中期

遺構面のベ ー スとなる土層で 、

若干の粘性 を も ち土中の鉄分を

棒状に結実させ含有している。

この下層は粘性 を も っ た砂質土

層である。

I 層は表土層で、畑地耕作土である。 地表下約 I m よ り確認される暗茶灰褐色土

1 次而 �

3 次 面 �

第 4 図
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2 奈良 • 平安時代の遺構

a 住居跡

1 次面 I 号住居跡

平 面 形 正方形

法 旱
卑

主 軸 方 位

検出面か ら の壁高

他遺構との切合い

堅 い 床 の 有 無

土 坑 の 有 無

カ マ ドの遺存状態

カ マ ド の 構 築 材

出 土 土 器 番 号

カ マ ド 出土土器番号

そ の 他 の 遺 物

そ の 他 特 記 事項

支脚石が立ったま ま の状態で検出され た 。

主軸3. 28m X 横3. 32m

束 、 N - 73° - E 

48cm 

無

有

2 基有 、 柱穴とは異 なる。

煙道、支脚石、 掘込みが 残る。

粘土のみ

第81図・ 1 - 4 

第81図 . 1 、 3 、 4

刀 子 ［第90図 ・ 12]

煙道の先にある土坑は 、 炭溜りと考 え ら れる。

1 次面 2 号住居跡

平 面 形

法 量

正 方形

主軸4.om x 横3.96m

北、 N - 15° - W主 軸 方 位

検出面からの壁高

他遺構との切合い

堅 い 床 の 有 無

土 坑 の 有 無

カマ ドの遺存状態

カ マ ド の 構 築 材

出 土 土 器 番 号

カ マ ド 出土土器番号

そ の 他 の 遺 物

その他 特 記 事項

カ マ ド 本体 左袖部の芯材として扁平な 石を立て使用

44cm 

無

有

無

煙道、 掘込みが 残る。

石、粘土

第81図 · 5 - 8

無

鍬先形鉄製品 ［第90図 ・ 13]

349 . 40m 
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第 8 図 l 次面 2 号住居跡実測図
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1 次面 3 号住居跡

平 面 形

法 量

正 方形

主軸3. 08m X 横3. 04m

北 、 N - 20° - W主 軸 方 位

検出面からの壁高

他遺構との切 合い

堅 い 床 の 有 無

土 坑 の 有 無

カマドの遺存状態

カ マ ド の 構 築 材

出 土 土 器 番 号

カ マ ド 出土土器番号

そ の 他 の 遺 物

そ の他 特 記 事項

カマドの右側に 土師器杯 ［第81図 . 9 、 12] が置か

16cm 

1 SE 1 に 切ら れている。

有

無

炭、 焼土痕 残る。

不明だが、 粘土のみか ？

第81図 · 9 -15 

無

無

れている。

1 次面 4 号住居跡

平 面 形

法 量

主 軸 方 位

検出面からの壁高

他遺構との切合い

堅 い 床 の 有 無

土 坑 の 有 無

カマドの遺存状態

カ マ ド の 構 築 材

出 土 土 器 番 号

長方形

主軸2.84m X 横3. 92m

南 、 S - 18° - E 

8 cm 

2 号掘立柱建物跡の真上 に 位置

し ているが、切合 っ ていない。

無

無

痕跡のみ

不明

第81図· 16 -20

GD 
/ ----I' "'- ,,-- ＼ 
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、
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349 . 40m 

鱈璽言
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第 9 図 1 次面 3 号住居跡実測図

® 攣
詈

゜

迅g _ AAm�u・・・
量言�犀�疇言� --

カマ ド 出 土土 器番号 無

そ の 他 の 遺 物 無

そ の他 特 記 事項

第10図 1 次面 4 号住居跡実測図

- 1 6 -



1 次面 5 号住居跡

平 面 形

法 量

主 軸 方 位

検出面か ら の壁高

他遺構との切合い

長方形

主軸3. 84m X 横3. 32m

北、 N - 16° - W

48cm 

1 号掘立柱建物跡を

切っている。

堅 い 床 の 有 無

土 坑 の 有 無

カマドの遺存状態

カ マ ド の 構 築 材

出 土 土 器 番 弓

カ マ ド 出 土土器番号

そ の 他 の 遺 物

そ の他 特 記 事項

カマド 本体右袖部の芯材として須恵器甕体 部破片を

利用している。

1 次面 6 号住居跡

平 面 形

法 履

無

深さ12cmの揺鉢状土坑

掘込み、焼土痕 残る。

須恵器甕破片、粘土

第81図 · 21- 25

無

無

（正方形）

主軸 (3. 08m )  

東、N - 63° - E主 軸 方 位

検出面か ら の壁高

他遺構との切合い

堅 い 床 の 有 無

土 坑 の 有 無

カマドの遺存状態

カ マ ド の 構 築 材

出 土 土 器 番 号

カ マ ド 出土土器番号

そ の 他 の 逍 物

そ の他 特 記 事項

カマド右横の土坑は、 須恵器横瓶 ［ 第82図· 27] 等

32cm 

無
IE"
 

ん＂

深さ14cmで土器を多 く 含む。

掘込み、 両袖部 残る。

石、粘土

第82図·26-32

第82図・28-31

無

(J) 

皐 40m

言

ーエ�攣｀
第11図 l 次面 5 号住居跡実測図

� 

｀ 

（ 
／ 

一

第12図 l 次面 6 号住居跡実測図

多数の土器が出土しており、 カマドに伴う付属施設と

考 え ら れる。

両袖の芯 材に石材を使用している状況が明瞭である。

ー 1 7 -



1 次面 7 号住居跡

平 面 形 （正方形）

法 里卑 主軸 5 m x 横5. 4m

主 軸 方 位 北、N - 19' - W

平 均 壁 高 32cm 

切 合他逍 構 1 SB 8 を切 り 、 1

SE 2 、 1 SE 3 に 切

ら れている。

座床の有無 無 H ＼ ｝／  j� r-,1; 
土坑の有無 性格不明

力 マ ド 位置不明

カ マ ド の 構築 材 不明

土 器 番 号 第82図 · 33-48

カ マ ド 土 器 番 号 無

その他遣物
349 . 40n1 

砥石 ［第90図 . 7 、

8 J 

特 記 事 項

平面形・床面等不 明 瞭であ り 、 住

居跡以外の遺構である可能性を含ん

で いる。

1 次面 8 号住居跡

平 面 形 正方形

法 盤 主軸4. 56111 X 横4. 56111 

主 軸 方 位

平 均 壁 高

切合他遣 構

堅床の有無

土坑の有無

カ マ ド

出 土土器番号

そ の 他 遺 物

特 記 事 項

北、 N - 23' - W

24cm 

1 SB 7 に切 ら れている。

有

無

掘込みの痕跡のみ。

カ マ ド の構 築 材 不明

第13図 l 次面 7 号住居跡実測図

， 

第82図·49-53

カ マ ド 土 器 番 号 無

床
の
範
阻

｀＇ 
、 ---

349 40m . 

無
第14図 1 次面 8 号住居跡実測 図
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1 次面 9 号住居跡

平 面 形 正 方 形

法 屈 主軸3 . 84m X 横4 . 04m

主 軸 方 位

検出面か ら の 壁高

他辿構 と の切合 い

堅 い 床 の 有 無

土 坑 の 有 無

カ マ ド の 逍存状態

カ マ ド の 構 築 材

出 土 土 器 番 号

カ マ ド 出土土器番号

そ の 他 の 逍 物

有

無

掘込み 、 焼土痕残 る 。

石 、 粘 土

第82図 · 5 4 - 60

無

刀 子 ［ 第90図 · 14]

鉄鏃 ［ 第90図 · 15]

<4) 

そ の 他 特 記 事 項

両 袖部の芯材 と し て の石が明瞭に 残 る 。

1 次面 I D号住居跡

平 面 形

法 鼠

主 軸 方 位

検 出 而 か ら の壁高

他追構 と の切合い

堅 い 床 の 有 無

土 坑 の 有 無

カ マ ド の 遺存状態

北、 N - 1 8" -W

1 2cm 

l SB l l 、 1 S B 1 7、 2 SB32 を 切

っ て い る 。

正 方 形

主軸3 . 48m X 横3 . 6m

北、 N - 1s· - w

20cm 

無

有

無

カ マ ド の 構 築 材

出 土 土 器 番 号

カ マ ド 出土土器番号

そ の 他 の 逍 物

そ の 他 特 記 事 項

焼土が住居内 に 散在す る こ と か ら カ マ ド は破壊 さ れ

煙道 、 焼 土痕が残 る 。

粘 土 の み

第83図 · 61 - 70

第83図 · 69、 70

無
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第 15図 l 次面 9 号住居跡実 測 図
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た と 考 え ら れ る 。 第 16図 1 次面 10号住居跡実測図
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1 次面 1 1 号住居跡

平 面 形 長方形 ＼
 

謳?Om _ 
， ―ヽ

一三 、' -..., _ _, 

法 量

主 軸 方 位

検出面か ら の壁高

他遺構との切合い

主軸4 . 72m x 横4.2m

北、 N - 6 ° - W

20cm 

1 SB 9 、 1 SB17に切ら れ、 2 

SB32を切っている。

堅 い 床 の 有 無

土 坑 の 有 無

カマ ドの遺存状態

カ マ ド の 構 築 材

出 土 土 器 番 号

カ マ ド 出 土土器番号

そ の 他 の 遺 物

そ の他 特 記 事項

第83図·73、 74、 76 - 80の杯はカマ ド右側に罹か れ

有

無

SB17に 切 ら れ 、 位罹不明

不明

第83図 · 71-81

無

鉄製品 ［第90図 ・ 16]

ていた ものと推測される。

80の土器は底部に 「牛」 の墨書がある。

1 次面 1 2号住居跡

平 面 形 長方形

法 量

主 軸 方 位

検出面か ら の壁高

他遺構との切合い

堅 い 床 の 有 無

土 坑 の 有 無

カマ ドの遺存状態

カ マ ド の 構 築 材

出 土 土 器 番 号

カ マ ド 出土土器番号

そ の 他 の 遺 物

そ の他 特 記 事項

カマ ド 袖部の芯材と し て 、 土師器甕破片 ［第83図 ．

主軸4.0m x 横3 . 56m

北、 N - 13° - W

40cm 

無

無

無

煙道部若干 残る。

土器片 、 石、 粘土

第83図 · 82-91

第83図· 83、 86、 90

無

349 . 4QITT ｀
 第 17図 1 次面11 号住居跡実測図

349 . 40m 

に
一

90] 、 石材を用いている。
第18図 1 次面12号住居跡実測 図
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1 次面 1 3号住居跡

平 面 形 正方形

法 最 主軸3.64m X 横3.84m

主 軸 方 位 北西 、 N - 35' - W

検出面か ら の壁高 20cm 

他遺構との切合い 2 SB31 を 切っ ている。

堅 い 床 の 有 無 有

土 坑 の 有 無 無

カ マ ドの遺存状態 掘込み、右袖部、焼土痕か残る。

カ マ ド の 構 築 材 粘土のみ

出 土 土 器 番 号 第83図· 92-100

カマ ド 出土土器番号 無

そ の 他 の 遺 物

その他 特 記 事項

土師器鉢 ［第83図· 99] が床面 に 逆 さ に 伏せ て置か

無

れている。 底部に は籾痕、 ロ ク ロ のゲタ 痕 を 残す。

焼土が住居 内床面に 散在しているか、焼失住居跡で

はない。

1 次面 1 4号住居跡

平 面 形 正方形

法 量 主軸3.92ID X 横3.88m

主 軸 方 位

検出面か ら の壁高

他遺構との切合い

堅 い 床 の 有 無

土 坑 の 有 無

カ マ ドの遺存状態

カ マ ドの 構 築 材

出 土 土 器 番 号

カマ ド 出 土土器番号

そ の 他 の 遺 物

その他 特 記 事項

住居 内床面に 被熱した石材が散在しており、 カ マ ド

N - 7 ° - W 

36cm 

無

無

無

位置不明

不明だが、 石と粘土か ？

第84図· 101-102

無

無

に 使用 さ れた可能性が高い。 南側に 焼土痕があるが、

カ マ ドの位置に ついては不明であ っ た。
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1 次面 1 5号住居跡

平 面 形 正 方 形

法 量 主軸4 . Q8m X 横3 . 84m 

主 軸 方 位 北、 N - 1 9° - W

検 出 面 か ら の壁高 48cm 

他遺構 と の切合い 2 SB33 を 切 っ て い る 。

堅 い 床 の 有 無 有

土 坑 の 有 無 無

カ マ ド の 遺存状態 掘込み、 焼土痕、 炭が残 る 。

カ マ ド の 構 築 材 粘 土 の み

出 土 土 器 番 号 第84図 · 103 - 1 16

カ マ ド 出 土土器番号 無

そ の 他 の 遺 物 無

そ の 他 特 記 事 項

カ マ ド 付近 に 炭が広がっ て い る 。

墨書土 器 片 ［ 第84図 · 109] が 出 土 し て い る 。

1 次面 1 6号住居跡

平 面 形

法 量

主 軸 方 位

検出 面 か ら の壁 高

他遺構 と の切 合い

堅 い 床 の 有 無

土 坑 の 有 無

カ マ ド の遺存状態

カ マ ド の 構 築 材

（ 長 方 形 ）

主軸4 . 12m X (横3 . 88m)

N - s ·-w 

5 cm 

無

有

無

残存せず

不 明

出 土 土 器 番 号 無

カ マ ド 出土土器番号

そ の 他 の 遺 物

そ の 他 特 記 事 項

床 面 の 高 さ が検 出 面 よ り 僅少 であ っ た た め 、 検 出状

況 は 不 良 で あ る 。

無

無
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第21図 l 次面15号住居跡実測 図
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第22図 l 次面 16号住居跡実測 図
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1 次面 1 7号住居跡

平

法

面 形

量

正方形

主軸3. 36m X 横3. 36m 

主 軸 方 位

検出面か ら の壁高

他遺構との切合い

堅 い 床 の 有 無

土 坑 の 有 無

カマ ドの遺存状態

カ マ ド の 構 築 材

出 土 土 器 番 号

カ マド出 土土器番号

そ の 他 の 遺 物

東、

20cm 

N - 71" - E 

1 SBl l 、

9 に 切ら れている。

有

無

支脚石、 掘込み、 両袖部 残る。

石、 粘土

第84図· 117-127

第84図 · 124、126、127

陶錘 ［第90図 . 2 J 

そ の他 特 記 事項

カ マ ドは中央 よ り 若干右 に 寄っ

ているが 残 存良 好で 、 両袖の芯 に

石材を並べて構築したことが看 取

できる。 中心に は 支脚石と思わ れ

2 SB32を切り、 1 SB 

る立石がある。 その支脚石の前方、

カ マ ド 燃 焼部に 土師 器 甕 ［第84

図 · 126] が前方に倒 れた状態を検

出することができた。

思わ れる。

こ れは 住居

廃絶時 に カ マ ドに 甕が据 え 置か れ

たま ま であ っ たことを示す ものと

さら に 甕の内部に 、土

師器杯 ［第84図 · 123] が 入ってい

た。 当 時のカ マ ド使用 に 関する良

好なー事例となろ う 。
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1 次面17号住居跡実測図
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第24図 1 次面 17号住居跡 カ マ ド 付近遺物出土状況実測図(Scale = 1 : 30) 
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1 次面 1 8号住居跡

平

法

面 形

量

正方形

主軸 4 . 16m X 横4. 52

m 

主 軸 方 位

検出面からの壁高

他遺構との切合い

堅 い 床 の 有 無

土 坑 の 有 無

カマドの遺存状態

カ マ ド の 構 築 材

出 土 土 器 番 号

カマ ド 出 土土器番号

そ の 他 の 遺 物

そ の他 特 記 事項

カマドの左右に 焼土痕が 残 っ て いるか、

特 に 左側の ものに ついては何らかの付属施

設の可能性 も考えら れる。

1 次面 1 9号住居跡

平

法

面 形

量

正方形

主軸4. 24m X 横4. 4m

主 軸 方 位

検出面からの壁高

他遺構との切合い

堅 い 床 の 有 無

ヒl
- 坑 の 有 無

カマドの遺存状態

カ マ ド の構 築 材

出 土 土 器 番 号

カマ ド 出土土器番号

そ の 他 の 遺 物

そ の他 特 記 事項

東、

20cm 

無

有

無

N - 6T - E 

掘込み 、 右袖部、 焼

土痕 残る。

石、 粘 土

第84図· 128- 131

無

無

東、N - 65° - E 

16cm 

無

有

無

掘込み 、 右袖部 残る。

石、粘土

第85図・ 132- 146

無

無

住居外であるが、 錘形土製品 ［第90図 ・ 1 ] 

が付近 よ り 出土 し ている。
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1 次面20号住居跡

平

法

面 形

量

長 方 形

主軸4 . 44m X 横4 . 12m

主 軸 方 位

検 出 面 か ら の壁高

他遺構 と の切合い

堅 い 床 の 有 無

土 坑 の 有 無

カ マ ド の遣存状態

カ マ ド の 構 築 材

出 土 土 器 番 号

カ マ ド 出 土土器番号

そ の 他 の 遺 物

そ の 他 特 記 事 項

支脚石 と 思わ れ る 立石が残 っ て い る 。

2 次面2 1 号住居跡

平

法

面 形

最

（正方形）

不明

主 軸 方 位

検 出 面 か ら の壁高

他遺構 と の切合 い

堅 い 床 の 有 無

土 坑 の 有 無

カ マ ド の 遺存状態

カ マ ド の 構 築 材

出 土 土 器 番 号

カ マ ド出 土土器番号

そ の 他 の 遺 物

北、

1 2cm 

2 SB34 を 切 っ て い る 。

有

無

支 脚石、 掘込み、 焼 土痕残 る 。

不明 だが、 粘 土 の み か ？

第85図 · 1 4 7 - 154

無

無

北、

20cm 

無

有

無

N - 2 1° -W 

N - 26° -W 

掘込み、 焼 土痕残 る 。

不明 だが、 粘 土 の み か ？

第85図 · 155- 159

無

北宋銭 ［ 第90図 . 9 ]  

刀 子 ［ 第90図 · 17]

そ の 他 特 記 事 項

カ マ ド 内 に 支脚石の抜取 り 痕 と 思 わ れ る 小土坑が明
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2 次面21号住居跡実測図

瞭 に 残 る 。 床 面 に 須 恵 器壺 ［ 第85図 · 158] と 須恵 器甕

［第85図 · 1 59] があ る 。 北宋銭は 1 093年 に 初鋳 さ れ た

「 元祐通宝」 であ る 。
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2 次面22号住居跡

平 面 形

法 暴

主 軸 方 位

検出面か ら の壁高

他遺構との切合い

正方形

主軸4.Q4m X 横3 . 76m

N - 12° - W 

5 cm 

細"" 

有堅 い 床 の 有 無

土 坑 の 有 無

カマ ドの遺存状態

カ マ ド の 構 築 材

出 土 土 器 番 号

カ マ ド 出土土器番号

そ の 他 の 遺 物

そ の他 特 記 事項

床面が検出面 より僅かであったため、検出状況は不

良である。

無

位置不明

不明

ヘ／
 

l -

無

無

鉄鏃 ［第90図 · 18]

2 次面24号住居跡

平 面 形

法 鼠

主 軸 方 位

検出面か ら の壁高

他遣 構との切 合い

長方形

主軸3.92m X 横4.56m

N - ff -W 

8 cm 

2 SD 1 を切り、 5 号掘立柱建物

跡に 切ら れている。

有堅 い 床 の 有 無

土 坑 の 有 無

カマ ド の遺存状態

カ マ ド の構 築 材

出 土 土 器 番 号

カ マ ド出 土土器番号

そ の 他 の 遺 物

そ の他 特 記 事項

炭は 残って いるが、 カマド ら しき施設は検出するこ

とはできなか っ た。

無

位置不明

不明

第86図 ・ 160-164

無

刀 子 ［第90図・ 19]
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2 次面25号住居跡

平 面 形

法 景

主 軸 方 位

検出而か ら の壁高

他逍構との切合い

堅 い 床 の 有 無

土 坑 の 有 無

カマ ドの逍存状態

カ マ ド の 構 築 材

出 土 土 器 番 号

カ マ ド 出土土器番号

そ の 他 の 遺 物

そ の他 特 記 事項

正方形

主軸3. 4m X 横3. 76m 

北 、 N - 12" - W

24cm 

2 SB31を切っている。

有

無

位囲不明

不明

第86図 · 165-172

圧
2

圧"

ん"

41"

2 次面26号住居跡

平 面 形 正方形

法 最 主軸4.0m x 横4. 08m

主 軸 方 位

検出面か ら の壁高

他遣構との切 合い

堅 い 床 の 有 無

土 坑 の 有 無

カマ ドの逍 存状態

東 、 N - 59° - E

36cm 

2 SB30に 切ら れている。

有

無

カマ ド の構 築 材

出 土 土 器 番 号

カ マ ド出 土土器番号

そ の 他 の 遺 物

そ の他 特 記 事項

カマ ドは住居の隋 に 据 え 付け ら れている。

袖部、 焼土痕 残る。

石、 粘土

第86図 · 173- 184
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2 次面27号住居跡

平

法

面 形

量

正 方 形

主軸4 . 12m X 横4 . 12m 

主 軸 方 位 東 、

検出面か ら の壁高

他遺構 と の切合い

堅 い 床 の 有 無

土 坑 の 有 無

カ マ ド の遺存状態

カ マ ド の構築材

出 土 土 器 番 号

カ マ ド 出土土器番号

そ の 他 の 逍 物

N - 76° - E 

48cm 

2 S B33、 2 SB35 

を 切 っ て い る 。

有

無

良 好、 煙道残 る 。

石、 粘土

第86図 ・ 1 85 - 205

第87図 · 206 - 210

第86図 · 196

第87図 · 206、 207

土錘

［ 第90図 · 3 - 6 ]  

そ の 他特記事項

l 住居に 2 基の カ マ ド を 持つ特異な例

で あ る 。 北側 の カ マ ド は 煙 道の み で、 住

居 内 に 燃焼部 ら し き 施設 は 検出 で き な か

っ た 。 東側 の カ マ ド は 袖部 は 残 っ て い な
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胃冒
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 2 次面27号住居跡実測図

い も の の掘 込 み が あ り 、

207] は 、

お 、

状 態 で検 出 さ れ た。

状況か ら 、

土器が良好な状

態 で残 っ て い た 。 特に 土師器甕 ［第87図 ・

カ マ ド の右 横 に 胴部下半 を 埋設

さ れ た 状 態 を 確認す る こ と がで き た 。

士器 内 よ り 採取 し た 土壌か ら は何 も

検出 で き な か っ た 。 掘込み部に は 袖部 に

使用 し た と 考 え ら れ る 石材が立て ら れ た

こ の他の石材の検出

カ マ ド の構築 に は 石材 を 芯 と

し て 使用 し て い る こ と が看取 で き る 。

な

こ

の 他住居内 の 西 南隅 よ り 小型 の 土錘 4 点

［ 第 90図 · 3 - 6 ] が出 土 し て い る 。

---

第34図

り
11-I

冒
2 次面27号住居跡 カ マ ド付近遺物出 土状況実測図

(Scale = 1 : 30) 
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2 次面28号住居跡

平 面 形

法 量

主 軸 方 位

検出面か ら の壁高

他遺構 と の切合い

堅 い 床 の 有 無

土 坑 の 有 無

カ マ ド の 遺存状態

カ マ ド の 構 築 材

出 土 土 器 番 号

カ マ ド 出 土土器番号

そ の 他 の 遺 物

そ の 他 特 記 事 項

2 次面29号住居跡

平 面 形

法 量

主 軸 方 位

検出面か ら の壁高

他逍構 と の切合い

堅 い 床 の 有 無

土 坑 の 有 無

カ マ ド の遺存状態

正方 形

主軸3 . 68m X 横3 . 92 m

北 、 N - 3 ° -W 

20cm 

2 SB32 を 切 っ て い る 。

有

無

焼土痕のみ残 る 。

不 明

第87図 · 21 1 - 2 15

無

無

大半か調査区外の た め不 明

不 明

東、 N - 23° - W

32cm 

無

無

無

カ マ ド の 構 築 材

出 土 土 器 番 号

カ マ ド 出土土器番号

そ の 他 の 遺 物

そ の 他 特 記 事 項

枯土の み で構築 し た と 思わ れ る 袖部の 一部か残存す

掘 込 み 、 焼 土痕残 る 。

粘 土

第87図 · 2 1 6 - 22 1

無

無

C2D 

349 . 20m 
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2 次面30号住居跡

平 面 形 正方形

法 量 主軸3. 72m x 横3 . 96m

主 軸 方 位

検出面からの壁高

他逍構との切合い

堅 い 床 の 有 無

土 坑 の 有 無

カマドの遺存状態

カ マ ド の構 築 材

出 土 土 器 番 号

カ マ ド 出 土土器番号

そ の 他 の 遺 物

そ の他 特 記 事項

床面に約30cmの石が 残 存している。

東、N - 60" - E 

24cm 

2 SB26を切っている。

有

無

焼土痕のみ 残る。

不明だが、粘土のみか ？

第88図 ・ 222-225

無

無

2 次面3 1 号住居跡

平 面 形 正方形

法 量 主軸3.92m X 横4. 16m

主 軸 方 位

検出面からの壁高

他遺構との切合い

東、N -62° - E

44cm 

1 SB13を切り、 2 SB25に切

ら れている。

有堅 い 床 の 有 無

土 坑 の 有 無

カマ ド の遺存状態

カ マ ド の構 築 材

出 土 土 器 番 号

カ マ ド 出 土土器番号

そ の 他 の 遺 物

そ の他 特 記 事項

住居内南側で筒形土製品 ［第88図 · 238] が出土して

無

掘込み、焼土痕 残る。

粘土のみ
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2 次面32号住居跡

平 面 形 長方形

法 量

主 軸 方 位

検出面からの壁高

他遺構との切 合い 1 SB 9 、 1 S B l l 、 1 SB17、 2

SB28に切ら れている。

堅 い 床 の 有 無 無

土 坑 の 有 無 無

カマドの遺存状態

カ マ ド の 構 築 材

出 土 土 器 番 号

カ マ ド 出土土器番号

そ の 他 の 遺 物

その他 特 記 事項

4 軒の住居跡に切ら れており、 こ の面における最古

痕跡のみ 残る。

不明

第88図 ・ 239- 240

無

無

相の住居跡と思わ れる。

2 次面33号住居跡

平 面 形 正 方形

法 量 主軸3. 76m X 横4.0m

主 軸 方 位

検出面からの壁高

他遺構との切合い

堅 い 床 の 有 無

土 坑 の 有 無

カマドの遺存状態

カ マ ド の 構 築 材

出 土 土 器 番 号

主軸5. 24m X 横3. 84m 

北、 N - 12° -W

20cm 

北西、 N - ff - W

8 cm 

1 SB15、 2 SB27に切ら れてい

る。

有

無

煙道の一部 ？炭等の痕跡のみが

残る。

不明

第88図 ・ 241-254

第89図· 255 - 260

カ マ ド 出土土器番号

そ の 他 の 遺 物

その他 特 記 事項

土器の多 く は炭の範 囲 内 より出土した。

無

無

胃〗
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第39図 2 次面 32号住居跡実測図
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2 次面34号住居跡

平 面 形

法 量

主 軸 方 位

検出面か ら の壁高

他遺構との切 合い

堅 い 床 の 有 無

土 坑 の 有 無

カマドの遺存状態

カ マ ド の 構 築 材

出 土 土 器 番 号

カ マ ド 出土土器番号

そ の 他 の 遺 物

そ の他 特 記 事項

2 次面35号住居跡

平 面 形

法 量

主 軸 方 位

検出面か ら の壁高

他遺構との切合い

堅 い 床 の 有 無

土 坑 の 有 無

カマドの遺存状態

カ マ ド の 構 築 材

出 土 土 器 番 号

カ マ ド 出土土器番号

そ の 他 の 遺 物

そ の他 特 記 事項

長方形

主軸3. 6m X 横3. 08m

東、 N - 74° - E

28cm 

1 SB20に切ら れている。

有

無

良 好、 焼土 残る。

粘土のみ

第89図 ・ 261-275

第89図・261-271、 273、 274

無

長方形

主軸3.76m X 横3 . 32m

N - 24° - W 

16cm 

2 SB27に切ら れている。

無

無

位置不明

不明

第89図· 276-280

無

無
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第41図 2 次面34号住居跡実測図
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b 掘立柱建物跡

2 次面 I 号掘立柱建物跡

調査区の北西開に て検出 し 、 1次面 5 号住

居跡に 切ら れている。 現存では 1 間 X 2 間 が

確認できたが、 調査区外に 広がる可能性をも

つ。 柱穴間 は約1 . 7mで 、 主軸はほは北でN -

8 ° -Wの方位を示す。 柱抜 取 り時の土坑内の

破壊が著 し く 、 柱の大きさ等は推定 し 得ない。

石材 を 混入する柱穴土坑か 3 基あるが、 こ れ

は礎石と し て使用された ものであろ う か。 遺

物等は出土 し なかった。

2 次面 3 号掘立柱建物跡

柱穴土坑のみで構成する掘立柱建物跡と異

なり、主軸と平行上に柱 埋設用の 2 条の溝を

掘 っ ている。 柱穴ら し き土坑は 規模が一定で

な く 不明瞭であるが、 西溝 4 基、 東溝 5 基を

配 し 、 東西柱穴間 は約2.5mで、きわめて小 規

模な建物跡と考 えら れる。 この柱穴 土坑の形

態は 、 余分な労 力を必要とすると思わ れるが、

詳細は不明である。 方位は N - 16° -Wを指

す。 遺物等は認めら れない。

2 次面 4 号掘立柱建物跡

土坑間 約1. 5mの柱穴 土坑を長方形に 配 し

た 2 間 X 3 間 の建物跡である。 柱の抜 取り痕

は明瞭 に 看 取でき、柱の太さは約20cmと推定

される。 主軸ははぼ北で、 N - 15" -Wの方位

を示す。 柱列 範囲内は 9 基の小土坑が存在す

るが 、 本建物跡との関連を示す ものは確認出

来なかった。 遺物等は認めら れない。
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2 次面 2 号掘立柱建物跡

1次面 4 号住居跡の直下に 位箇 し てい

る が、切 り 合ってはいない。 方形状の柱

穴 土坑を 8 基、南北方向 に約2 . 4m東西方

向 に 約 1 . gmの間 隔を保 ち 、2 間 x z 間の

長 方形に 配 し てい る 。 柱抜 取 り 痕から推

定す る に 、 柱の太さは約20cmであ ろ う 。

検出 面からの柱穴土坑の深さは約50cmで、

ど れ も同程 度 であ る 。 方位はN - 23° - W

を示 し てお り 、他の掘立柱建物跡と は ぼ

同 じ 方 向であ る 。 土坑 埋土内 に 若干の土

器破片を含むが、

は出 土 し ていない。

2 次面 5 号掘立柱建物跡

同 じ 2次面の24号住居跡を切ってい る

ため、

明確に 遺構と伴 う もの

その竪穴式住居跡 よ り 新 し い。 柱

穴土坑の形態は、大小合わせて一定でな

〈 、 柱抜 取 り 痕 も不定であ る 。 南北方向

に 約1 . 9m東西方向 に約1 .6mの間隔を保

ち 、 2 問 X 2 間の正方形に 近い長方形で

あ る 。 方位はN - 23" - Wを示 し てい る 。

逍構に 伴 う 遺物等は確認されていない。

この他 に掘立柱建物跡と考えら れ る 遺

構は 、 10号住居跡西隣の 6 号掘立柱建物

跡と、18号住居跡に 切ら れ一部の土坑の

みの検出となった 7 号掘立柱建物跡があ

る 。 この う ち 6 号掘立柱建物跡は 1 間 x

l 間の長方形で建物か 否か不明であ る が、

7 号掘立柱建物跡は 2 間 X 2 間 の正方形

と 考 え ら れ る 。

こ れらは他の住居跡と同様に北に方位

を 取 り 、竪穴住居と共 に整然と建てら れ

てい た ものであろ う 。
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弥生時代中 期の遺構

a
 

住居跡 丁 丁

3 次面 I 号住居跡

住居の平面 形は隅丸方 形を呈すると考 えら れるが、 北側は 2 号

住居跡に 切ら れ 、 東側は調査区域外で検出できなかった。検出面

からの床面の深さは16cmで、 床面は調査区壁際に 若干の堅い床が

残 り 、 柱穴は 1 基のみ検 出した。ま た炉跡は調査区内では検出さ

れなかった。出 土した土器 ［第91図・ 1 - 9 ] は、 全体 的 に 小破

片が 多い。
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ー A '

3 次面 1 号住居跡実測図

3 次面 1 5号住居跡

住居の平面形は直径5. 50mを測

る円形を呈し ている。南壁は10号

住居跡を、 西壁は16号住居跡を切

るほか、 2 条の環状溝跡を切って

いる。主軸方位は N - 27" -Wで 、

検出 面からの床 面の深さは35cmで

ある。柱穴は 8 基検 出したが 、

ち 2 基は住居主軸 に 伴う支柱穴と

考えら れるため 、

がっているが、

っ

主となる柱穴は

6 基の六角 形を呈する。炉跡は住

居の中 央に位罹し、 床面 よ り 8 cm 

の深さで、 立 ち 上が り 部分には若

干の焼土を検出した。周辺 に は炭

化物が拡散し ている。床面は炉跡

を中心として 堅い床が広 範囲 に 広

その他は軟弱な床

である。土器 ［第98図·148- 173]

の出土量は 多 く ない。石器は覆土

内 よ り打製石鏃 5 点 ［第107図 ．

22- 25、 第108図 · 26] 、 偏平片刃

石斧 ［第113図 ・ 114] が、

面からは打製石鏃 ［第108図· 27]

ま た床

と 、 偏平 片 刃 石斧 ［第113図· 116、

117] が重な り 合った状態で出土し
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3 次面 2 号住居跡

調査区北東隅に位置 し 、 北側 及び東側は調査区域外にあり

検出できないため、 住居形態は不明である。床面の深さは検

出而から南壁で24cm、 西壁で36cmを測る。 1 号住居跡と 2 条

の溝跡 ( 1 条は環状溝跡） を切って いる。 大き く 3 面の床を

確認 し 、 そ れぞ れに炭化物を挟みこんでいる。炉 跡は床面 よ

り 7 cmの掘り込みがあり、 底面には焼土が広がっていた。床

面は炉跡を中心と し て堅 い 床が広がっているか、 中央の く は‘

み及 びその他の部分は軟弱である。 柱穴は 2 基のみの検出で

あった。出土 し た土器 ［第91図 ・ 10-21、 第92図·22-38]

の 多 〈 が、 床面直上からで、 壺 ． 甕共に多量の出土をみた。

中で も表面に赤色塗彩を施 し た大型の壺 ［第91固 · 19] が出

土 し ている。 また床面 より 3 点の打製有茎石鏃 ［第107図 . 1 

-3 J が出土 し 、 覆土内 からは管玉 ［第114図 ・ 121_] が 1 点

出土 し ている。
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第51図 3 次面 2 号住居跡実測図

3 次面 6 号住居跡

平面形はやや 変形 し た隅丸方形を呈

し 、 主軸方 向4.2o m x 横方 向4.50mを

測る。 主軸方位はN - lT - Wで、 住居

南壁際には出入口相 当施設と考 え ら れ

る掘り込みを検出 し た。北壁の一部は

直線的に延びる 5 号溝跡に切ら れてお

り、 床面の深さは検出面から30cmを測

る。主柱穴は 4 基検出 し たが、 柱列配

置は不 規 則 な 方 形 になる。 住居跡の

ほ ぼ中央に位置する炉跡周辺には ド ー

ナ ツ 状に広がる炭化物を検出 し た。 床

は炉跡を中心と し て堅い床が広い範囲

に広がっているが、 その他は軟弱な床

である。土器 ［第95図 · 74-85] の出

土量は 多 く な い 。
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3 次面 3 号住居跡

住居の平面形は隅丸方形を呈すると考 え ら れるが、 北側

は調査区域外に あり検出でき なかった 。 柱穴は 3 基確認 し

た が 、 炉跡は調査区外と思わ れる。 検出面からの床面の深

さは南壁で42cm、 東壁で38cmを測る。 床面は調査区壁際に

若干の堅い床を 残すのみで、 他は軟 弱 に なっている。 出土

土器 ［第93図 · 39-44] の多 く が床面 より出土 し ているが、

調査区の制約に より土器の量は非常 に 少 ない。
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3 次面 4 号住居跡

検出でき た 部分は 、 南隅の一角にす ぎず 、 残りは調査区域外である た め住居形態

は不明である。 検出面からの掘り込みは40cmを測り、 南隅は小土坑 に 切ら れている。

炉跡や柱穴は調査区内では検出できず、 床面 も軟弱である。 出土 し た 土器 も小破片

のみ数点出土 し ただけで、 図示 し 得る ものは 1 点 も なかった。

3 次面 1 3号住居跡

方形を呈する住居跡で、 東側は調査区外に

より未検出であるが 、 南北方 向5. 20m X 東西

方 向4.40mを測る。 主 軸 方 位は N - 27" - W

で、 検出面からの床面の深さは35cmである。

柱穴の総数は 5 基で 、 主柱穴は 3 基確認 し た

が 4 本柱の方形を呈すると考 え ら れる。 炉跡

は住居の中 央 よりやや西 に 位躍 し 、 床面から

16cmの深さで、 底面から焼土が検出された 。

床面は住居中央を中心と し て堅い床が広がっ

ているが、 炉跡の周辺は特 に 堅 〈 、 その他は

軟 弱 な床である。 出土土器［第97図· 136-147]

はすべて小破片 にす ぎず出土量 も 多 く は ない。

しか し な がら石器類は 多 〈 、 覆土内から打製

石鏃 4 点 ［第107図・15-18] 、 磨製石鏃 ［第

112図· 96] 、 大型偏平片 刃 石斧 ［第113図· 115]

が出士 し ている。 ま た 床面からは釣針形石製

品 ［第110図 · 83] が出土 し ている。
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3 次面 5 号住居跡

住居の平面形は円形 に 近 い 隅丸方形を呈

し 、 主軸方向4.60m X 横方向s. oomを測る。

主軸方位はN - 57° - E である。 床面の検出

面からの深さは10cm前 後と浅 いが、土器［第

93図· 45-54、 第94図·55-73] の出土量

は非常 に 多 く 完形に 近 い もので10個体 を数

える。中で も器高45cmの大型壺 ［第93図 ．

響｀
45] が 出 土しているほか、甕の出土 も 多 く 、

覆土内からは磨製石鏃 ［第112図· 95] も出

土して いる。主柱穴は 4 基では ぼ正方形を

呈し、支柱 穴 も含めると14基確認し得た。

炉跡は住居のは ぼ中央に位置し、 深 いとこ

ろでは床面 より16cmを測る。炉跡の覆土内

からは、 厚さ8 cm程の作業 台と思わ れる平

石が出土しており、 ま た炉跡の周 辺には小

さい 支柱穴 6 基検出した。 南西壁際には 、

床面 より18cmの深さをも つやや大きめの掘

り込みを検出したが、 こ れは出入口相当施

設であると 考 え ら れる。

3 次面 1 2号住居跡

、 J - —

住居の平面形は隅丸方形を呈し 、 主軸方 向 4. 20m X 

横方向3. 50mを測る。 主軸方位はN - 16° - Wで、 検出

面からの床面の深さは30cmである。 今 回の調査では大

多数の住居跡が環状溝跡を切っているが、 当 住居と17

号住居跡のみが環状溝跡に 切ら れている。柱穴の総数

は 6 基を数 え 、 う ち 主柱穴は 4 基で 、 方形を形 ど っ て

いる。炉跡は住居のほぼ中央に位置し、 床面からの掘

り込みは 8 cmを測る。底面及 び 周 辺 に は 2 基の土坑か

あり 、 焼土が広が っ ていた。 床面は炉跡の周 辺が若干

盛り上がり、柱列範囲部分に 堅 い 床が広が っ て いる。

裂土の黒灰色炭化物層に は土器 ［第96図 ・ 117-112 、

第97図 ・ 123-135] の出土が 多 量 に 見ら れ、 特 に 甕は

完形に 近 い ものな ど 多 〈 出土している。
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3 次面 7 号住居跡

住居の平面形は長方形 を 呈し 、 東西方 向

5 .5Qm X 南北方 向3. 80m を 測る。 検出面か ら

の床面の深さは30cm前後で、 北西壁は土坑 を

切る。 主軸方位はN - 30' - E で 、 柱穴の総数

は 9 基 を 数 え る。 主柱穴は 6 基で、 柱列配置

は方形 を 呈すると考え ら れるか 、 やや不 規則

である。 炉跡は住居中央 よ り 若干東に位置し、

床面か ら の掘 り 込みは 8 cm を 測る。 炉跡の底

面か らは 、 土器が敷かれた よ う な状態で出土

している。 床面は炉跡を 中心として広範囲に

堅い床が広がっているが 、 その他は軟弱な床

である。 覆土内か ら は 2 点の打製石 鏃 ［第107

図. 5 、 6 ] が出土しているはか、床面か ら

は完形に近い台付甕 ［第 95固 ·86 - 88] が 3

個体 出土しているが 、 全体 的に土器 ［第 95図・

86 - 97] の出土醤は少ない。

3 次面2 1 号住居跡

、 a-

B 墜 . 60rn

東側は 、 16 · 20号住居跡に、南壁は25号住居跡に切ら れてお り 、

周辺の住居群の切 り 合い 関係においては 、 最古相と考 え ら れるが 、

少ないなが ら も出 土し た 土器か ら 見ると、 大きな時間 的差異は認め

ら れなかっ た。 3 軒に切 ら れている ため束側は完全に破壊 を 受け、

住居形態及び規模な どは不明である。 柱穴は 2 基のみ検出でき たが 、

平面形 ・ 炉跡と もに16号住居跡による破壊で検出できなかった 。 検

出面か ら の床面の深さは20cmである。 堅い床は16号住居跡の掘 り こ

み部分に若干 残るのみで、その他は軟弱な床になっている。 検出で

きた範囲が狭小なため、出土土器 も 多 く はないが 、 赤色顔料が 残る

壺 ［第102図 · 284] が 出土している。
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3 次面 8 号住居跡

住居の平面形は直径5.50mの円形

である。 南壁は10号住居跡を切ってい

るほか、 環状溝跡を 2 条切っている。

主軸方位は N - 38" -Wで、 検出面か

らの床面の深さは30cmを測る。 主柱

穴は 6 基で六角形状を呈し、 柱穴の

総数は13基を数 え る。 炉跡は住居中

央 よ り やや南に位置し 、 炉の脇には

炭化物の混 入した掘 り 込みを検出し

た。 この掘 り 込みが住居の中 央に位

置していることを考 えると 、 炉の移

し 替 え か行わ れた痕跡と考 え ら れる。

床は炉跡を中心として広範囲に堅 い

床が広がっているが、 その他は軟弱

になっている。覆土内からは管玉 ［第

114図 · 122] が、 床面からは打製石

鏃 ［第107図. 7 、 8 ] 2 点が出土し
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第60図 3 次 面 8 号住居跡実測図
3 次面 1 9号住居跡

住居の平面形は直径4. 30mを測る円形を呈し

ている。 東壁は18号住居跡に切ら れている。 主

軸方位はN - 90° - E で、 検出面からの床面の深

さは25cmである。 総数 6 基を数 える柱穴の う ち

主柱穴は 4 基で、 柱列配置はやや 変形した方形

を呈して いる。 炉跡は住居の中央 よ り やや西に

位置し、 床面から14cmの掘 り 込みである。 底面

には焼土が若干検出できた。 床面は炉跡を中心

として堅 い床が広がってお り 、 その他は軟弱 な

床になっていた。 出土土器［第101図・ 243- 264]

は甕が 多 い 。 鉢は完形の例 ［第101図 · 247] や、

赤色途彩された例 ［第101図· 248、 249] もあ

る。 多 く の土器は床面からの出土で、 中で も壺

の割 合は比較的少 な い 。 床面近 く からは、 打製

石鏃 ［第109図· 47] が出土している。
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3 次面 9 号住居跡

住居東半部に攪乱を受けているが、 住居形

態は円 形を呈する も のと 考 え ら れる。この攪

乱の性格は不明であるが、 床面、 壁と も に破

壊を受けている。柱穴の総数は11基で、 その

う ち 主柱穴は 6 基と考 え ら れるか、 攪乱部分

においては不明確である。柱列 配置は六角形

を呈する も のと考 えら れる。炉跡は住居のほ

ぽ中央に位置しているが、 炭化物が混入した

掘り込みが隣接しており、 少な く と も 2 回の

炉の移し替え が行わ れた も のと考 え ら れる。

両方の炉跡と も 床面から15cmと深い。 出土土

器 ［ 第96図· 105-111] は覆土 ・ 床面共に非

常に少な 〈 、 全てが小破片であ っ た。床面近

〈 より打製石鏃 ［第107図 . 9 、 10] か、 床面

からは磨製石 斧 ［第113図· 118] が出土して

いる。ま た、炉跡近 く炭化物内 より管玉 ［第

114図 · 123] が出土している。

3 次面 1 4号住居跡

住居の平而形は直径4.50mを測る円形を呈

している。北西壁は15号住居跡に切ら れ 、 2 

条の溝跡を切っ ている。主軸方位はN - 38°

W 、 検出面からの床面の深さは35cmである。

柱穴の総数は 6 基で 、 主柱穴は 4 基の方形を

呈すると考えら れる。炉跡は住居中央 より南

に位罹しており、 床面から 7 cmの深さである。

床面は北に向か っ て緩やかに傾斜し 、 堅い床

は炉跡の周 辺に若干広かるのみで他は軟弱な

床にな っ ている。土器の出土量は少な く 図示

で き る も のはなか っ たが、覆土内から打製石

鏃 2 点 ［第107図· 19-20] 、 管玉 ［第114図・

124] 、 石庖丁の破片 ［第112図· 106] が出土

しており、 床面からは打製石鏃 ［第107図· 21]

や 、 ま た柱 穴 内からは磨製石斧 ［第113図· 119]

等、石器類が 多 く 出土している。
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3 次面 1 0号住居跡

住居の平面形は隅丸長方形を呈 し 、 主軸方

向6.00rn X 横方向4. 50mを測る。北壁は 8 号

住居跡に 切ら れ 、 2 条の環状溝跡を切っ てい

る。主軸方位はN - 5 ° -Wで、 検出面からの

床面の深さは15cmを測る。主柱穴は 6 基で、

長方形配置になる。柱穴の総数は 9 基を数 え

る。炉跡は住居のほぼ中央に位置 し 、 床面か

らの掘 り 込みは12cmを測る。炉跡の周辺に は

炭化物が拡散 し ていた。床は炉跡を中心と し

て堅い 床が広が り 、 その他は軟弱な床になる。

ま た北壁脇の床面 には焼土塊が存在 し た。完

形 に 近 い 台 付甕 ［第96図· 112] ら しき土器が

1 個体 出 土 し ている他は、 全て小破片が少量

出土 し ただけである。ま た床面 よ り 若干浮い

た状態で石庖丁の破片 ［第112図· 104] が 、

柱穴 内からは小型 偏平片 刃 石斧 ［第113図 ．

109] が 出 土 し て いる他、 裂土内からは打製石

鏃 ［第107図· 1 1-13] 、 磨製石斧 ［第112圏・

98] が出土 し て いる。

3 次面 1 7号住居跡

東壁は調査区域外に よ り 検出はできなか っ たが、

住居形態は方形を呈すると考 え ら れる。主軸方位

はN - 44° - E で 、 床面の深さは35cmを測る。北開

は 1 号土坑に 切ら れ 、 北壁は環状溝跡に 切ら れて

いるが 、 こ の住居 も12号住居跡と同様 、 環状溝跡

に 切ら れる住居跡である。柱穴の総数は 5 基を数

え 、 主柱穴を 3 基検出 し 4 本柱の方形状を呈する

ものと 考 え ら れる。炉跡は住居のほぼ中 央に位罹

し 、 床面から10cmを測る。 床面は炉跡を中心と し

て堅い 床が広が っ て いるが 、 その他は軟弱な床に

なっている。 出 土土器の羅は、 完形に 近 い 小型の

壺 ［第1 00図·219] が出土 し た他は、 小破片が少

量 出 土 し ただけで形態の分かる ものは少なか っ た。

ま た床面からは打製石鏃 ［第108図· 42、 43] が 2

点出土 し た他、 偏平片 刃石斧 ［第113図 ・ 113] も

出 土 し ている。
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3 次面 1 1 号住居跡

検出 し 得たのは隅の一角のみで住居の 大部分は調査区外である ため 、 住居形態は不

明である。 検出面からの掘 り 込みは20cmを測る。 柱穴· 炉跡 ・ 堅緻な床面は調査では

検出できなかった。土器 ［第96 図 · 113、1 16] の出土量 も少な く 、 壺の頸部 ［第96図・

113] と、小破片が数点出土 し ただけである。 また、調査区壁近 く の覆土内からは 、 打

製石鏃 ［第107図 · 14] が出土 し ている。 A 堕t 60m - A ' 

曇三
3 次面23号住居跡

住居形態は 変形は し ている ものの隅丸方形を

呈すると考 えら れる。西壁は調査区域外にあり

未検出である。 規模は東西方 向 4 . QQm X 南北方

向 4. 0omを測 り 、 検出面からの床面の深さは30

cmで、 3 条の溝跡を切っている。 炉跡は住居中

央 よ り やや南に位罹し 、 床 面から 10cmの深さに

ある底面から焼土が検出された。 周辺に は炭化

物が拡散 し ていた。 床面は軟弱か つ荒 れていた

ため柱穴土坑を検出 し 得なかったが 、 おそら く

4 基の柱穴をも つと考 えら れる。 調査区壁近 〈

の毅土内からは石庖 丁 未製品 ［第112図· 107]

が出土 し ている。

3 次面26号住居跡

住居平面形は方 形を呈し 、 主軸方向3. 40m X 横

方向4. 40mを測る。北東壁は溝跡を切っ ている。

主軸 方位はN - 45" - E で、検出面からの床面の深

さは30cmである。 柱穴は 3 基検出したが、 1 基は

平安時代の井戸跡に よる攪乱を受けているため不

明だが、おそら 〈 方形を呈 するであ ろ う 。炉 跡

は住居中 央 よ り 南西に位置 し てお り 、床面 から20

cmの掘り込みである。 炉跡の周 辺には炭化物が拡

散していた。床面は炉跡を中心と し て若干の堅い

床がみら れる ものの、 その他は軟弱 な床に なって

いる。出土土器 ［第 104図 · 355- 365] は 多 く はな

いが、 裂土内からは打製石鏃 ［第109図· 63] か出

土 し ている。
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3 次面 1 6号住居跡

住居平面形は隅丸長方形を呈し、主軸方 0 
向 7 . 20m X 横方 向4.90mを測る大型の住居

である。北東壁を15号住居跡に切ら れ、南

壁は20 · 21号住居跡を切っ ている。主軸方

位はN - 25° - Wである。柱穴は11基検出し

たが、 柱列 配置は不 規則で不明であるか、

長方形を呈すると考 え ら れる。炉跡は住居

のは ぼ中央に位置し、 床面か ら の掘り込み

は深いと こ ろ で16cmを測り、深い部分には

焼土が堆積してい た。検出面か ら の床面の

深さは40cmを測り、 覆土の堆積状況は大き

く 3 層に分層できる。上層は褐色土で、

器の出土量が 多 く 、

土

打製石鏃 ［第1 08図 ．

28- 38] を1 1点、管玉 ［第114図 · 125] 等

石器類 も 多い。中層は炭化物を若干含んだ

暗褐色土で、 土器の出土量は少な く 管玉 ［第

114図 · 126] が出土し た のみである。下層

は炭化物、 焼土共に 多 く 含んだ暗褐色土で、

薄い層ではあるが土器の出土量は非常に 多

し 、 ゜ ま た 床面か ら は打製石鏃 3 点 ［第108
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3 次面16号住居跡実測図

図· 39-41] 、磨製石斧 2 点 ［第112図・ 102、103]

か出土している。現存している高さが45cmを測

る大型甕 ［第99図・ 183] が出土しているのをは

じ めとして 、 完形に近い土器が 多 く 出土してい

る。 なお他の住居跡覆土の堆積状況 も こ れに 準

ずる。

3 次面20号住居跡

住居平面形は方形を呈し 、 4 . 50m x 4.30mを

測る。北壁を16号住居跡に切ら れ、 西壁は21号

住居跡を切っている。主軸方位はN - 34° - Wで

ある。柱穴の総数は 7 基で、 主柱穴は 4 基方形

を呈する。炉跡は住居中央 よりやや北に位置し、

床面か らは18cmの掘り込みである。土器 も 多 く

出土し、 また打製石鏃 ［第109図· 48] や、

状土製品 ［第106図］ も 多 く 出土している。
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3 次面 1 8号住居跡

住居平面形は隅丸長方形を呈すると考

えら れるか、 東壁は調査区域外にあ り検

出できなかった。 主 軸 方位は N - 35°

E 、 検出面からの床面の深さは35cmを測

る。 西壁は19号住居跡を、北壁は環状溝

跡をそ れぞ れ切っている。柱穴は 5 基検

出 し 、 柱列配置は方形を呈すると考 え ら

れる。炉跡は住居の中央 よりやや西に位

置し、床面からの掘り込みは 8 cmを測る。

炉底面からは焼土を検出 し た。 床面は炉

跡を中心として堅い床が広がっているが、

その他は軟弱な床になって いる。 土器は

甕の出土が 多 く 、完形に近 い もの も あっ

た。ま た覆土内からは 2 点の打製石鏃 ［第

108図· 44、 45] が、 床面近 く から も 1点

の打製石鏃 ［第108図 · 46] が出土して い

る。

3 次面22号住居跡

住居の平面形は 変形している ものの、 主軸

方向5.QQm X 横方向4. 20mを測る隅丸方形を

呈する。 北壁隅は24号住居跡に切ら れ、 2 条

の環状溝跡を切っている。検出面からの床面

の深さは30cmを測り 、 主軸方位は N - 7 ° - E

である。柱穴総数は13基と 多 く 不確定である

が、 柱列配置は方形を呈すると考 え ら れる。

ま た住居主軸に対する支柱 穴 も 2 基検出 し た。

炉跡は住居のは ぼ中央に位置し、 床面からの

掘り込みは 6 cmを測る。 底面には焼土が 残 存

し、 炉跡の周辺には炭化物が拡散 し ていた。

出土土器は少な く 全て小破片であったか、 床

面から打製石鏃 ［第109図· 49] と管玉 ［ 第 114

図 ・ 127] が、 炉跡周辺の炭化物内からは打製

石鏃 ［第109図 · 50] が出土し て いる。
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3 次面24号住居跡

住居の平面形は主軸方向 4. 40m x 横方向4. 20m を

測る方形 を 呈し、検出面からの床面の高さは20cmで

ある。 主軸方位はN - 31" - E で 、 1 条の環状溝跡と

2 条の溝跡を 切っている。 柱 穴の総数 7 基を 検出し、

う ち 主柱穴は 5 基で方形 を 呈する。炉跡は住居のほ

ぽ中央に位 置し 、 床面から 8 cmの掘り込みで、底

面から焼土を 検出した。 ま た炉跡の 周辺には炭化物

が拡散していた。 床面は炉跡を中心として堅い床が

広がっているが、炉跡の東側は土坑に よる攪乱 を 受

けている。その他は軟弱な床になっている。出土し

た土器は少量で、 全て小破片のみである。

3 次面25号住居跡

住居の平面形は主 軸 方 向6 . oom x 横 方 向

4.60m を 測る楕円形を 呈している。検出面か

らの床面の深さは50cmあり、主軸方位はN -

5 ° - E である。北壁は2 1号住居跡を 切り、 南

壁は 1 条の溝跡を 切っている。 主柱穴は 4 基

を 確認し、柱列配置はやや 変形した方形 を 呈

する。 住居主軸に対する支柱穴 も 2 基検出さ

れ、柱穴の総数は 7 基を 数 え る。 炉跡は住居

のは ぽ中央に位置しているが、北側に も炉跡

と考 え ら れる掘り込みがあるため 、 炉の移し

替 え が行わ れたと考 え ら れる。炉跡の周辺に

は炭化物の拡散が見ら れた。 中央の炉跡は床

面 より16cm、 も う 一方は20cmの深さになる。

床面は炉跡 を 中心 と し て堅 い床か広がっ て い

るが 、 その他は軟弱な床になっている。 土器

［第103図 · 308- 321、 第104図· 322- 354]

の出土量は 多いか、 全て小破片にすぎず 完形

或いはそ れに近い ものは出土しなかった。石

器類に ついて は 、床面 より打製石鏃 ［第109

図 · 52、 54、57] が 3 点重なり合った状態で

出土したはか、小型 偏平片 刃 石斧 ［第1 13図・

112] が出士している。 ま た床面 より石文 ［第

114図 ・ 134] が、 住居の南側の炉跡 と 住居壁

の中間 あたりから出土した。
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b 土 坑

3 次面 I 号土坑

調査区北東に位置しているこの土坑は 、 南側が17号住

居跡を切っ ている。 平面形は円形に近い方形で、 1 . 40m X 

1 . 50mを測る。 検出面からの深 さ は36cmを測り、 中央に

はさらに10cmの掘り込みがある。 覆土は大き く 5 層に分

層し、 褐色砂質土層と炭化物層とか交互に堆積 し ている

状況が看 取 し得た。 堆積 （ 埋没） 状況は人為的である も

のと考 えら れる。 出土した土器は小破片が大半を占めて

いたが、 第 2 層からは打製石鏃 ［第10 9図· 67] が 、 第 3

層からは管玉 ［第114図· 12 9、130] が出土している。 ま

た土器は層 別 取 上げを試みたが、 良 好な結果は得ら れな

か っ た。

3 次面28号土坑

8号環状溝跡に囲ま れた土坑群の一 つで、 53cm X

63cmを測る小土坑である。 土坑内からは 、 表面に櫛

描波状文を施文した甕 ［第105図 · 366] がやや傾き

埋置 さ れた状態で出土した。 ま た小 型 偏平片 刃 石斧

［第112図 · 111] も出土している。 他の小土坑から

も土器や石器は数点出土して いるが、 土器が 埋置 さ

れた状態の ものは唯一例であ っ た 。

B
 

B 348 . 60m 

-m���k:::, 第 5 層 ： 炭化物層 に 含む）

第75図 1 号土坑実測 図(Scale = 1 : 60) 
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c 環状 溝跡

今回の調査では13条を検出することができ た が、 不明瞭な もの も含めると20条近 く に も及ぶ。 多 く の平面形が

円形 も し く は楕円形を呈しているが、 7 号溝跡のみ方形に近 い形である。 検出面からの掘り込みは10cm前 後と浅

く 、一番深い箇所で も 18cmを測る。 この環状溝跡に囲ま れた中において無数の小土坑を検出 し た。 規模は直径30

cm -50cmの ものか 多 く 、 深 さ も 5 cm - 20cmと 多種である。 希少例として土器を埋置 し た28号土坑や磨製石鏃を 2

点出土した8号土坑な どが存在するが、 多 く は柱穴土坑と思わ れる。 こ れら土坑群の 規則性に つ いて今回の調査

では明確にし得なかったが、 環状溝跡との関係は否めな い 。 この種の遺構の検出例は少な く 、 現在のところでは

明確にできな い。
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d 河 川 跡

調査区内の北側隅及ぴ南側一帯で検出され、深さ約 2 mの ト レ ンチを 3 ケ所に設定した。弥生時代以前ま たは

弥生時代中期頃にはま だ河川として機能していたか否か不明であるか、 大 溝状の窪地であったことは想定できる。

弥生時代後期から奈良時代頃にかけて 埋 没し、 平安時代ま でには平地化したと考 え ら れる。このことは 1 · 2
次面において12 · 14 · 15 · 20 · 24 · 25 · 26 · 27 · 29 · 30 · 31· 33· 34· 35号住居跡等を検出していることから も

推察される。なお河川 本体 の深さは 5 -6 m ぁったと予想される。

347 . 20m 347. 20m 

第77図 3 次面河川 跡土層断面実測図 (Scale = 1 : 80) 

e 性格不明 遺構

3 次面 I 号性格不明遺構

調査区の南側、河川跡の東脇にて検出した。河川跡

埋土に よって調査区南半部の土壌堆積が不明瞭なため、

純粋に第 3次面（弥生時代中期）の遺構であるかは確定

できない。最大長4. 28m 、最大幅1. 58m、最大深さ23

cmを測る不 規則• 長大な土坑状の遺構である。覆 土は

炭化物 ・ 焼土 ・ 土器· 小石等を多量に含んだ砂質土層

である。南の一部を小土坑に切ら れている。遺構中心

部 よりやや北に小石 ・ 焼土の集中区 ［ 第79図］ がある。

この集中区が 本遺構の主体 部と考 え ら れるが、その性

格 は 不 明 で あ る。出 土 遺 物 に は 土 器 ［ 第105図 ．

370-373] 、石鏃 ［ 第 109図 · 64-66] がある。 特に胴

部に 1 孔を有する壺 ［ 第 105図 · 370] は完形で出土し

ている。

集中区には小石がお よそ長軸方 向 N - 76° - E を示

す長方形状に集中している。小石 · 焼土 ・ 炭化物 ・ 被

熱骨 • 土器で構成され、何らかの施設を思わせる。こ

の中心部には、集中している焼土と炭化物を囲饒する
|
<
 

\/ -

|<
 

E
 09'
00

苫

拳大の石と小石がある。直径約25cmで、円を意識した 第78図 3 次面 1 号性格不明 遺構実測図 (Scale = 1 : 40) 
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配列 であることが明瞭である。内部

には焼土 •炭化物・ 骨片のみ で、そ

の下層には第 3 次面の地 山層である

黄褐色砂質土層になる。被熱骨は熱

に よる 変質 ・ 変色が著し く 、 残 存状

況はきわめて不良 である。集中区の

南側iこは大腿骨、北側に は 頭蓋骨と

思わ れる骨片があり、 ま だ正式な鑑

定を受けていないが、 おそら く 人間

と思わ れる。

本遺構の性格としては、 礫床木棺

墓や焼土坑な ど考えら れるが、 中心

部の円形列石、被熱骨の存在はその

他の施設の存在を想定させる もので

あ ろ う 。

3 次面 2 号性格不明遺構

河川跡の落 ち 込み部に位置しているた

め、平均33'の傾斜角を持っている。長軸

方向N - 26" - Wを示す長方形を呈し、 全

長1.46m、全幅1 . 08mを測る。拳大の石

と小石で主に 構成されているが、 残 存状

態不良な骨片が数片存在する。 1 号不明

遺構と同様 、 頭蓋骨 • 大腿骨らしき骨片

が あるが 、 熱は受けていない ものの ス ポ

ン ジ 状となっており脆弱 である。

河川跡との間 に は 1 層挟んでいるが、

西側 では河川跡のベー ス 面に 接しており 、

周辺部には掘り方等の遺構は確認し得な

か っ た。本遺構の性格としては、河川跡

落込みの影響を受けた礫床木棺墓と考 え

ら れるが、 現状では不明である。
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IV 遺 物

1 奈良 • 平安時代の土器

a 土 器

土師器 杯 • 高 台 付杯•皿•高 台 付皿 ・ 甕 · 小形甕•鉢 · 甑 · 羽 釜• 三脚付火舎•筒形土製品がある。

杯 ロ ク ロ を使用している。調整方法に より、以下に分類される。底部切り離し方法は、回 転 糸切りである。

A 底部静止 ケ ズ リ （底部周縁から底部全体 静止 ケ ズ リ の もの [ 1 · 37 · 92 · 155 · 185 · 243 · 246 · 276] 、

底部周縁回 転 ケ ズ リ し底部静止 ケ ズ リ の もの [73] 、 底部のみ静止 ケ ズ リ の もの [10 · 38 · 39 · 214 · 223 ·

233 · 234 · 241] ) 

ふ 底部一部静止 ケ ズ リ （底部周縁から底部一部静止 ケ ズ リ の もの [186 · 232 · 242] 、 底部一部静止 ケ ズ リ

の もの [196 · 239] )

8 1  底部回転 糸切り内面ミ ガ キ 黒色処理した もの。 8 2 底部回転糸切り内面 ミ ガ キのみの もの。

8 3  底部回 転糸切り内面黒色処理のみの もの。 B .  底部回 転糸 切り内面無調整の もの。

A の杯は内面ミ ガ キ 黒色処理している (246はミ ガ キ のみ ）。

高 台付杯 A 内面ミ ガ キ 黒色処理 [72 · 85 · 110 · 111 · 139 · 140 · 141 · 149 · 151 · 178 · 180 · 197 · 198 · 271]

B 内面ミ ガ キ のみ [248 · 249 · 269 · 270] C 内面無調整 [58 · 138] に分けら れる。

皿 ロ ク ロ 調整し、内面はナ デに より ロ ク ロ 痕を消している [112] 。

高 台 付皿 内面ミ ガ キ 黒色処理。高 台 はと れている [66] 。

甕 成形、調整方法に より 3 つに分類される。

A ロ ク ロ 調整のち 、外面胴部をタ テ方向のケ ズ リ 、内面をカ キ メ 、ハ ケ調整の ロ ク ロ 甕。

B 外面頸部付近から胴部上位をヨ コ 方向のケ ズ リ 、 その下をタ テ方向に ケ ズ リ 、 内面をナ デ調整している

いわ ゆる武蔵型 甕。

C 外面胴部をタ テ方向のハ ケ 、内面をナ デ調整しているハ ケ甕。

小形甕 口径が15cm以下の ものを小形甕とした。成形、 調整方法から、 ロ ク ロ 調整している A [ 2 · 7 · 23 ·  

31 · 43 · 44 · 59 · 67 · 68 · 69 · 91 · 114 · 124 · 157 · 163 · 164 · 170 · 218 · 219 · 254] と、いわ ゆる武蔵型甕

の B [255] に分けら れる。15号住居跡出土の114は、口径が8. 4cmと小さく 、 ロ ク ロ 調整後 、 外面は口縁部か

ら胴部上位 ヨ コ 方向にミ ガ キ 、 内面は口縁部から胴部下位ま で ヨ コ 方向のち タ テ方向にミ ガ キ 、 底部は回転

糸切りしている。

鉢 99は口縁部が長 く 外反し、 く の字状を呈する。外面胴部上位から中位ま でタ テ方向のハ ケ 、下位は斜め方

向のケ ズ リ 、 内面はナ デ調整している。外面底部にモ ミ痕 、 ロ ク ロ のゲタ 痕が 残る。130は 口 縁部が短 く 外反

し、 ロ ク ロ 調整後、外面はタ テ状のハ ケ、内而はカ キ メ 調整している。

甑 171は外面ハ ケ 、 内面ナ デ調整。172の外面はハ ケ 、内面はナ デ調整し、下位を丁寧にケ ズ リ 調整。

羽釜 145は口縁部が内傾し、鍔が平行している。154は口縁部が直立し、 鍔が太い。273は 口 縁部かやや内傾

し 、 鍔が平行している。274は口縁部がほぽ直立し、 鍔が太 く 短い。 275は口縁部が長 く 直立し、鍔が平行し

ている。

三脚付火舎 152は口径17. 8cm、口縁端部が須恵器口縁部形態に近似し、外面胴部中位から底部にかけ ケ ズ リ 調
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整し、 底部はケ ズ リ 底である。脚はと れ ているが、 脚を付けやす く するために つけた キ ザミ痕が 見 え る。272

は口径16.0cm 、 口縁端部が須恵器口縁部形態に近似し、 外面胴部下位方向か ら中位にかけナ デ調整、 底部付

近か ら 底部にかけ静止 ケ ズ リ している。底部は静止 ケ ズ リ 後ナ デ調整している。脚はと れ ている。

筒形土製品 [ 47 · 238]

須恵器 杯 • 高台付杯 ・ 杯蓋 ． 甕 ． 壺• 横瓶 • 四 耳壺• 鉢 ・ 地 かある。

杯 調整方法によ り 、 以下に分類 さ れる。

A 底部ヘ ラ 切 り のち ナ デ。 A 2 底部ヘ ラ 切 り のち 静止 ケ ズ リ 。 A 3 底部周縁か ら 底部静止 ケ ズ リ 。

B 底部回転糸切 り 。

高台付杯 底部か ら 口 縁部へ は ほ直に立ちあが り 、 底部は糸切 り のち 回転 ケ ズ リ によ り 調整し、 高台を付けナ

デ調整。

杯蓋 つま み部の形態か ら 、 扁平な つま みをも つ もの [33 · 49 。 54· 93 · 147] と、 宝珠 つま みをも つ もの [34)

に分類 さ れる。

横瓶 土器片を転用した置台の付箔状況、 自然釉の付着状況か ら 窯内で横に立て、 焼成したことがわかる。内

外面と もに自 然釉がかかっている [27] 。

甕 159は、 内外面と もに自然釉がかかっている [ 159 · 222 · 260] 。

壺 158は、 内外面と もに自然釉がかか り 、 底部に窯道具が付着して いる [ 42 · 96 · 158 · 165 · 235] 。

鉢 [ 41 · 48] 

聰 [100)

灰釉陶器 椀 [ 40 · 115 · 132 · 181 · 253 · 278] 、 皿 [26 · 89 · 116] かある。

本遺跡か ら 出土した墨書土器は、 土師器杯片 2 点、 須恵器杯片 2 点が出土している。土師器杯片では、 11号住

居跡か ら 「 寺」[81] 、 15号住居跡か ら 「 →→コ [109] 、 須恵器杯片では、 11号住居跡か ら 「 牛」[80] 、 28号住居跡か ら
「 山 」 [ 211] の墨書片が出土している。33号住居跡か ら は杯蓋天井部内面に朱墨をと どめている転用硯の破片 [258]

が出土している。特箪すべき土器に つい て述べると、 33号住居跡出土の土師器杯 [ 243] と須恵器杯 [250] の底

部に刻 印 かある。 2 点と もに焼成前に同 じ 「◎©©」印を刻 んでいる。土師器と須恵器の製作者 （集団） の関係解明

に ついて、 一石を投ずる資料となろ う 。今回出土した甕のほとん どが ロ ク ロ 甕であるが、 17号住居跡出土の126 ·

127の 2 点は、 他のロ ク ロ 甕と異 り 、 外面胴部をタ テ方向にケ ズ リ 調整した後、 タ テ方向にヘ ラ ミ ガ キし 、 ケ ズ リ

痕を消し ている。26号住居跡出土の183は武蔵型甕を模倣している。灰釉陶器は、 暗緑色の釉が内外面に施 さ れ、

外面下半が、 回 転 ケ ズ リ 整形 さ れ ている ものと、 未整形の ものとがある。底部は回転 ケ ズ リ によ り 調整 さ れ 、 高

台を付けナ デている。高台は、 稜がやや不明瞭な三 日 月高台の形態をとる。大原 2 号窯 式に相 当すると考 えたい

が、 光 ケ 丘 1 号窯式の様相を 残していること もあ り 、 明確に言 及し得ない。

本遺跡の 1次面 ・ 2次面は、 8 世紀末ないしは 9 世紀初頭か ら 11世紀代に相 当する。 8 世紀末か ら 9 世紀代に

相当する ものは、 7 号住居跡 ・ 13号住居跡 ・ 31号住居跡で、 土師器杯は A 1 · A 2で丁寧に調整 さ れて いる。須恵器

杯はA 戸、 A 3の丁寧に調整 さ れている ものと B がある。他に壺 ． 鉢• 高台付杯・ 蓋 ・ 地がある。 7 号住居跡の40は

混入品と思わ れる。11世紀代に相 当する ものは、 19号住居跡 ・ 20号住居跡・ 34号住居跡で、 土師器杯は B ,とな

り 、 須恵器は消滅してい 〈 。土師器杯は小形の ものが出土し [261- 265] 、 中世の 「かわ ら け」に近 似している。

煮炊き用具である甕に、 新たに羽 釜が加わって く る。他の住居跡は10世紀代に相 当 する ものと考 え ら れる。須恵

器が減少し、 かわって 灰釉陶器が出現し て く る。
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第 1 表 1 · 2 次面出土土器器種構成表

住
土 師 器 須 東Uヽ 器

杯 台 甕 羽 そ 杯 台
甑 の 空J> 

甕 蓋 の 釉A t  A 2  8 1  82  B 3  B 4  杯 A B C 釜 他 A 1  A z A3 B 付 他

1 1 3 
4 

2 8 ＋ 5 6 

3 10 ， 15  1 1 - 14 

4 16 18  19 
17 20 

5 24 22 25 

6 28 29 32 27 26 30 横瓶

7 37 -39 45 ＋ 
47 35 36 42 33 4 1 · 48 40 筒形土製品 34 鉢

8 53 ＋ 50 49 

， 56 58 (60) 54 ＋ 57 

10 63 62 70 60 61 64 台付皿

11  73 71 72 74- ＋ 80 

12 82 · 84 83 85 90 87 89 86 88 

13  92 98 ＋ 99 94 95 96 93 100 
迎

1 4  10 1  ＋ 

1 5  103- llO 1 12 1 15  
108 1 1 1  皿 1 16 

l 7 1 1 7 - 123 1 2 1  125-
＋ 120 122 127 

18 131  130 ＋ 
鉢

19 134 - 138- 142- 1 45 132 137 1 4 1  144 

20 150 149 154 152 147 15 1  三脚付火舎

2 1  155 156 158 159 

24 

25 167- 171 165 ＋ 169 1 72 

26 1 74 · 175 1 73 1 78 183 181 
179 180 184 182 

27 185 186 190 · 191  201 187- 189 199· 200 197 205- 203 204 196 193- 195 192 202 198 210 

28 214  215  2 1 1 -
2 l 3  

29 220 216  ＋ 221 

30 223 225 224 222 

31 233 232 237 238 226- 236 235 234 筒形土製品 231 

32 239 240 

33 241 · 243 242 244 247 248 257 256 250- 260 259 253 246 245 249 252 四耳壺

34 261 - 269- 273- 272 
267 271 275 三脚付火含

35 276 277 279 278 280 
（ 番号は実測 図 と 一致、 ＋ は 未実測個体中破片等の存在 を 表す。 ）
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第90図 1 · 2 次 面 出 土遺物実測図 ( 9 -11の み実寸）

b そ の他の遺物
1 · 2次面に おける土器以外の出土遺物と し て土錘、 砥石、 北宋銭、 刀 子、 鉄鏃、 鍬先状鉄製品等がある。 土

錘は、 管孔が 貫 通せず土錘と し ての機能を持た な い錘形土製品 ［第 90図 . 1 J や陶錘 ［第 90図 . 2 J の大型品と、

27号住居跡一括の小型 品 4 点 ［第 90図 · 3 - 6 J かある。 砥石は 7 号住居跡 より出土 し た 2 点 ［ 第 90図 . 7 、 8 ]

を図化 し た。銅銭 3 点はい ず れ も北宋銭で、 1 0 93年初鋳の 「 元祐 通宝」 ［第 90図 . 9 ] は21号住居跡覆土 より、 「 大

観 通宝」 ［第 90図・10] は検出面 より、 1111年初鋳の 「政和 通宝」 ［第 90図 . 11] は10号土坑 より出土 し ている。

鉄製品と し ては 2 号住居跡 より小型鍬先状鉄製品が 出 士 し ており 、 装着部には木質か遺存 し て いる。 9 号住居跡

か ら は 刀 子 ［第 90図· 14] と鉄鏃 ［第 90図 · 15] が床面 より出土 し て いる。 こ の他 、 獣骨片 • 獣歯や作業 台と し

て使用 し たと思わ れる平石等が出土 し て いる。
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2 弥生時代中期の遺物

a 土 器 ［第91図～ 第105図］

今回の調査では竪 穴住居跡26軒、環状溝跡を含む溝跡34 条、 土坑244基、 性格不明遺構 2 基、 河川跡を検出 し

た。 各遺構と も 比較的 多量の土器を出土するが、 住居跡遺構か ら の出土が 多 数を占 める。 各住居別に出土量は異

な り 、 2· 5· 12· 16号の各住居跡は極め て 多 く 、 こ れに対 し 9 · 1 0· 14· 22· 24· 26号の各住居跡は極端に少

ない。 各住居遺構の時期は概ね弥生時代中期後半に位置する も のであ り 、 こ の住居跡出土土器を中心に器種や器

形 、 文様等についての特徴を概観 し てみ たい。 図化 し 得た土器は 実測図224点、 拓影149点の計373点を数 え る。 1

点を除きすべて弥生時代中期後半の特徴を有する土器群である。 器種には壺 ． 甕 • 台 付甕 ． 鉢 • 甑· 蓋• 高杯等

がある。 ま た器種の不明な土器や住居以外の遺構か ら 出土 し た 土器な どについ ては、 その他の項 目 の中で取 り 上

げた。

壺 口縁部の形態か ら 大き く 2 種類に分け ら れる。 頸部 よ り 口縁部にか け て 外反する壺A と口縁端部を立ち

上げ受 口 状を呈する壺 B がある。 壺 A には 、 口縁部は頸部か ら 緩やかに外反 し 、 文様帯の中心が頸部にある も の

[ A 1 : 第91図・ 10] と、 口 縁部が急激に外反開口 し 、 頸部と胴部に文様帯の中心がある も の [ A 2 : 第99図· 174]

がある。 口唇部には 縄文を施 し ている例が 多 く 見 ら れるが、 刻みを有する例 ［第93図· 45] も ある。 ま た指頭に

よる ツマ ミ ア ゲが併用 さ れている も の ［第102図· 282] も あるが、形態的には他器種の可能性 も 考 え ら れる。 壺

B の受 口 状口縁部にお ける文様構成は、 縄文のみのB , と、 縄文を地文と し て 山形文を施す B 2、お よび 山形文のみ

の恥がある。 主 たる文様は頸部か ら 胴下半部にか け て 重点的に施文 さ れて いる。 頸部文様帯は 縄文を地文と し た

後に沈線文で区画する例が 多数である。 胴部上半部はハ ケ調整後に若干の ミ ガ キ を施 し たま ま の無文帯となる例

が 多 く 見 ら れるが 、 稀少例と し て 沈線文で区画 し た中に櫛描直線文あるいは刺 突文を充壌する例 ［第91図 ・ 19]

がある。 この よ う に胴部上半に文様帯をも つ特徴は古手の要素を継承する土器の一 つであ ろ う 。 該期における文

様形態のなかで も 特 異な例と し て 、 「 し 」 字を呈 し た 文様 （懸垂文の退化 ？ ） を施す壺 ［第93図· 46] がある。 ま

た壺形を呈す唯一の注 口 土器が 1 点出土 し て お り 、 注口付壺形土器 ［第92図· 38] と し て 扱っ た 。 表全面お よび

内面の口縁部そ れぞれに赤色塗彩を施 し 、 口唇部には 2 単位の小突起を 4 ケ所に配 し ている。 注口部分と底部は

欠 損 し ている。 こ の他底部に籾圧痕が認め ら れる壺 ［第102図· 265] 等がある。

甕 壺とほ ぼ同様に口縁部の形態等か ら 、頸部 よ り 単純に外反する甕Aと、口縁端部を立 ち 上 げ受口状を呈

す 甕 B の大き く 2 種類に分類 し 得る。 口唇部に 縄文を施文する A 1 が贔的には主体 となるが、 指頭に よる ツマ ミ ア

ゲを併用するA 2 [第92図 ・ 23等］ や、指 頭に よる ツマ ミ ア ゲのみのAa [第97図 ・ 123等］ かある。 甕 B において

も 口縁部に 縄文のみを施す B 1と、 縄文を地文と し て 山形文を施す B 2がある。 頸部文様帯は櫛描直線文 • 櫛描波状

文を施文する例が 多いが 、 無文で直 接胴部文様帯へと至る例 も ある。 胴部形態は頸部か ら 大き く 張 り 出す も のと 、

頸部 よ り 単純に底部に至る も のとがある。 胴部文様帯は主に櫛描羽状文 （横羽状 ・ 縦羽状） か大半を占 めるか、

他に櫛描波状文ま た は櫛描直線文を縦位に施文区画 し た中に櫛描波状文を施す例 ［第101固· 245] や、 縄文のみ

の例 ［第94図· 64] 、「 コ 」 字重 ね文を施す も の ［第97図 ・ 128] も ある。

台付甕 全体 的に小型である。 口縁部形態は単純口縁となる台 付 甕 A [第95図· 86等］ と、受口状口縁を呈

する台付甕 B [第99図· 182] とがあ り 、口唇部には 縄文力渭店リ れる。 胴部文様帯には櫛描羽状文 ・ 櫛描波状文 、

ま た こ の器種に 多 く 見 ら れる 「 コ 」 字重 ね文な ど 、 文様帯の構成は甕と同様と考 え て よいであ ろ う 。

鉢 赤 色塗彩の有無で大き く 2 種類に分か れる。 赤彩 さ れ た も のには単純口縁になる鉢Aと、甕と同様頸部

に若干の く び れを持 ち 口 縁部が外反する鉢 B や、受け口状を呈する鉢 C がある。 口縁部には l ない し 2 つの小孔
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を有し、 外反した口唇部には 4 -6 単位で小 突起 または稜をもつ もの も 見ら れる。無彩の ものには、 口縁部が内

湾して 縄文を施している もの ［第92図 · 33等］ や、 底部に 1 孔を有する小型の鉢 ［第97図· 131] も 見ら れる。 ま

た底部に籾痕の認めら れる鉢 ［第97図 ・ 129] や、 木葉痕が見ら れる鉢 ［第102図 ・ 272] がある。

匝 主に底部に 1 孔を有する。 4 点を図化し得たが全て底部のみであるため、 全体 の様子が分かる ものは 1

点 もなか っ た。櫛描羽状文が施文された甕の底部に孔の穿た れた甕 ［第99図・ 190] が 見ら れるか、 こ れは焼成後

に穿孔されている。 また底部が欠損しているため細部については不明であるが、 甑の可能性がある甕 ［第97図 ·

130] もある。

蓋 4 点を図化した。 第92図 · 37の口縁部には 2 孔穿た れ対をなしている。中央につ まみを持 ち 、 表面には

赤彩の痕跡が 残る。 また表面に 縄文と沈線文を施している例 ［第104図 · 358] も 見ら れるが、 この例 も 口 縁部に

2 孔穿た れており対をなす可能性がある。平蓋でつ まみは持たない。

高杯 高杯と思わ れる脚部 3 点 ［第98図 ・ 158、 第100図 · 197、 第104図 · 338] を図化した。全て赤彩され、

脚部は短 〈 全体 的に小型と思わ れる。 また鉢として扱 っ た資料に も高杯の杯部となる ものがあると考 え ら れる。

そ の他 器種不明の ものが 3 点ある。特殊な形態を呈する鉢と考 え ることもできるが、 赤彩され胴部に段を

持つ もの ［第94図 · 70] と、 同 じ く 赤彩され頸部に 1 孔 （破片が小さく 残 存状況 も悪いため、 2 孔となる可能性

もある） を有し胴部に段を持つ もの ［第104図 · 335] 、 内外面共に丁寧なミ ガ キ を施している もの ［第94図 . 72] 

な どである。いず れにして も善光寺平における該期の土器系譜としては考 え に く いため、 現時点での明確な位置

付けは避けてお く とともに、 今後の資料増 大を待 ち たい。 また第105図中の土器はいず れ も住居跡以外の遺構 (28

号土坑、 河川跡、 1 号性格不明遺構）から出土した ものである。河川跡からは後期 （箱清水式）の甕 ［第105図・

369] が出土し、 1 号性格不明遺構からは胴部に 1 孔を有する壺 ［第105図· 370] か出土している。 また僅少では

あるが外来系の影響を受けた土器が数点見ら れる。12号住居跡出土甕 ［第97図· 123] の土器形態は、 北陸の小松

式からの影響 も想定でき よ う 。

b 土製品 ［ 第106図］

ミ ニ チ ュ ア 土器 2 · 5 · 16 · 20 · 24号の各住居跡から8個体 が出土し、 その全てを図化した。器台の形を

呈し、 く び れの部分に粘土紐を巻き付けている もの ［第106図. 2 J や、 8個体 中唯一文様を持 ち 口縁部から頸部

にかけて不 規則な細い沈線文を施している もの ［第106図 . 5 J な どかある。

有孔 円 板 ・ 円板状土製品 破片等 も含め総数86点を数 え る。遺構としては住居跡からの出土が 多 く 、 16 · 20 ·

25号の各住居跡からの出土が特に 多い。 残りの良い もの13点を図化した。甕の破損品を再利用した ものが 大半で

あるが、 鉢の破損品と思わ れる赤彩を施している もの も 多 く 見ら れた。全面に赤彩を施し、 再利用ではな 〈 意図

的に製作した もの ［第106図・ 17] が 1 点だけ出土した。紡錘車として利 用した ものであろ う か。甕破片の再利用

品で文様を有する ものは櫛描羽状文 ［第106図 . 9 、 12] と、 櫛描波状文 ［第106図 · 15、 16] が圧倒的に 多い。

このほか壺の胴部破片や土器底部を利 用 した ものがある。
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c 石器 • 石製品

久保勝正 （三重 県立斎宮歴 史博物館主事）

1 .  は じ め に

石 器 ・ 石 製 品 類 は 2755点 出 土 し た （ 第 2 表） 。 そ の 内 訳は 、 打製石鏃89点、 同 未製 品 9 点、 石錐40点 、 ス ク レ イ

パー23点、 楔形石器66点、 二次加工痕有剥 片 1 4 1 点 、 使用痕有剥 片 1 16点、 石核50点、 剥 片 • 砕片2075点 、 打製石

斧 1 点 、 礫 器 l 点 、 敲石 4 点、 石 Jlll 1 点 、 釣針形石 製 品 1 点 、 異 形石器 l 点、 部分磨 製石器 1 7点、 磨製石鏃14点、

同 未 製 品 1 3点 、 太型蛤 刃 石器 3 点 、 扁 平 片 刃 石 斧20点、 同未製品 6 点、 磨製石庖丁 7 点、 同 未製 品 5 点、 磨製石

斧 • 石器片20点、 砥石 9 点、 浮子 1 点、 ミ ガ キ 石 3 点 、 碁石形石 製 品 2 点、 小型磨製石製品 1 点 、 石曳 l 点 、 管

玉13点、 水 品 l 点 、 不明 品 1 点 で あ る 。 以下器種 ご と に 形態 記述 を 行 う 。 石文、 管玉に つ い て は 後節 で記述 し て

い る 。

2 .  遣物

打製石鏃 ( 1 - 71 )  住居跡番号順 に 並べ て あ る 。 無茎鏃28 ( 黒 耀石） の 1 点 を 除 い て 全 て 有茎鏃で あ る 。 有

茎鏃は 基 部 の 形 態 に よ り 、 ①平基、 ② 凹 基 、 ③凸基、 ④ そ の 他 （①～③の組合わせ） に 、 側 縁 と こ れ に 規制 さ れ

る 身部形態に よ り 、 (a)長 身 細 身 で先端部か直線的 、 中 央部か ら 基部 に か け て 内 湾 （稀に 直線） ぎ み の も の 、 (b)側

縁が直線的で、 身部が二 等辺三角 形状の も の 、 (c)側縁が緩 く 外湾 し 、 身部が二等辺三角 形状の も の 、 (d)側縁か前

線的 で、 身部 が正三角 形状 の も の 、 (e)側 縁が緩 く 外湾 し 、 身部が正三角 状 の も の 、 に そ れ ぞれ 大 別 で き る 。 そ し

て こ れ ら の組合せに よ っ て特徴の大枠 を 捉 え ら れ よ う 。 製品89点 の 石 質 を み る と 、 多 い順 に 黒 II祉 石42点 (47%) 、

珪毀頁 岩30点 (34%) 、 チ ャ ー ト 1 1 点 ( 12%) 、 珪質凝灰岩 2 点 ( 2 % ) 、 石英質安山 岩 2 点 ( 2 % ) 、 黒 色枯板岩

1 点 ( 1 % ) 、 頁 岩 l 点 ( 1 % ) と な り 、 黒 曜 石 、 珪 質 頁 岩 の 利 用 度 が高 い 。 こ こ では個々 に つ い て は 触 れ ず 、 特

徴的 な 類型 に つ い て の み 記述 す る に 留 め た い 。 先 ず 、 各類型の な か で最 も 斉一性 の あ る も の は 、 ① ー (a)類 ( 2

8 · 14 · 33 · 66) 、 ②ー(a)類 ( 4 · 6 · 26 · 27 · 60 · 70) で、 こ れ ら に 使 用 さ れ る 石 材 は い ず れ も 珪質 頁 岩 ・ チ ャ

ー ト に 限定 さ れ、 黒 ll祉 石 は 用 い ら れ て い な い。 一 方 、 ② ー (c)類 ( 9 · 16 · 17 · 19 · 29) は 、 全て 黒曜石製で他の

石 材 は 存在 し な い。 概 し て 黒曜 石 製 は 他に 比 し て 小型 で 、 1 · 1 1 · 20 · 23 · 3 1 · 5 1 - 56 な ど も そ う し た 部類 であ

る 。 ③ ー (b)類 の37 · 42 は と も に 石 英質安山 岩 （ い わ ゆ る 下 呂 石） 製 で 、 同 質 の 石 材 は 本逍跡では こ の 2 点 以 外 見 あ

た ら な い。 ま た 、 ① ー (b)類の35 は 黒 曜石 の 中 で唯一 漆黒 色 を 呈す る も の で、 同 色 の 剥 片 類 も な い 。 他方、 技術的

な 面 を み る と 、 大部分は 調整加工が全 面 に 及ぶ も の で、 周 縁加工のみ の38 ( 黒 色粘板岩） · 48 ( チ ャ ー ト ） 、 素 材

剥 片 の 末端部 を 未調整で先端部に 用 い た 加工度の低 い 4 1 (珪質凝灰岩） な ど の部分加工手法に よ る も の は 僅 か で

あ る 。

石錐 (72- 75) 素 材 に 対す る 加工度 · 形態 に よ り 、 ①全面 ま た は ほ は全面 に 加工 を 施す 棒状 の も の 、 ②部分

111 1工 （剥離 • 折 り 取 り ） で三角 形状 • 台 形状 の も の 、 ③機能部以外 に 加工 を 施 さ ず 素 材 の 形状 を 大 き く 残す も の

に 、 機能部の箇所に よ り (a) 1 箇所の も の 、 (b) 2 箇所の も の 、 に 分け ら れ る 。 石錐の 大部分は 、 機能部が磨耗 し て

鈍 〈 な っ て お り 、 な か に は 明瞭 な 線状痕 を 残す も の も 多 々 あ る 。 ① ー (a)類の72 と 73 は 、 チ ャ ー ト 製 で同一母岩で

あ る 。 74 (② ー (b)類） は珪質凝灰 岩 製 で形 態 を 台 形 に 整 え 、 機能部 を 2 箇所設定 し た も の であ る 。 75 (② ー (b)類）

は 黒 色粘板岩製 で、 1 側 縁 片 面加工に よ り 三角 形状 を 呈す。 石錐は① ー (a)類が 多 〈 、 次 に ② ー (b)類が 多 い。 石質

は チ ャ ー ト • 黒 色粘板岩 ・ 珪 質 頁 岩 ・ 珪質凝灰岩で構成 さ れ、 黒 曜 石 は 使 用 さ れ て い な い。

楔形石器 (76 · 77) 図 示 し た 2 点 は 共 に 珪賀 頁 岩 で、 相対す る 2 辺 、 或 い は 上下 ・ 左右の 4 辺 に 細 か な剥離

痕や奥 に 延 び る 剥離痕 を 残す。 素 材 は ほ と ん どが剥 片 で残核 を 利用 す る も の は 佃か であ る 。 石 例 は 限定 さ れ な い。

ス ク レ イ パー (78 - 80 · 85) 縁辺 に 連続 し て安定 し た 刃 部 を 形成す る も の を 一括 し た 。 78は 珪質 頁 岩 製 で 、
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素材末端部に 急斜度の刃 部を形成する。ま た、腹面右側に は微小剥離痕を留める L枚の剥離而からなる刃 部をも

つ。打面側は折 れ面である。 79はチャ ー l、 製で素材末端部に加工を施す。 右側縁には連続 し た微小剥離痕が 残っ

ているこ と から、 末端部への加工を刃 部と し てではな く 、 右側縁のサ ポ ー ト 的な ものと 見倣すこと もできるか 、

ここでは打面側の折 れ面を重視 し 、 右側縁同様刃 部と認定 し ておき た い 。 78 · 79 と も打面側が折 れ面である点は

注意され よ う 。80は珪質凝灰岩製でいわゆる 「 袂入石器」である。 打面部を留める厚めの剥片を用いる。85は黒

色粘板岩製で、 両 面 及び側縁稜上の一部を研磨した剥 片の全周に 加工を施す。加工は図上を粗 〈 凹 形に、左側縁

の一部を両面から ノ ッ チ状に整 え る他は 、 腹面側 に 細か く 行わ れており 、 形態的には 「石匙」 である。

二次加工痕有剣片 (81 · 82) 加工痕を 残す ものの、 定型的な石器の認定には躊躇する ものを一括 し た。 よっ

て本器種 には ス ク レ イ パー 、 楔形石器、 各種未製品な どを含む可能性がある。81は使用痕を 残す鋭利な左側縁以

外は、 両 而から加工を施す。 加工部位は左側縁のサ ポー ト 的な ものと判断 し た。 82は相対する 2 辺に 戟断而をも

ち、 他の l 辺 に 2 次加工を施す もので、 「 切断調整石器」 （岡 村1979) と 呼ば れて い る ものである。 こ れ に 類する

形態の石器は 多 く あ り 、 本来は二次加工痕有剥 片と分離すべきと 考 え るが 、 1 側縁あるいは 2 側緑に 残る剥離の

変異 、 楔形石器 ・ ス ク レ イ パーとの関連な ど 未整理のため 、 ここではと り あ え ず 本器種に 含めた。

使用 痕有剥 片 (86) 86は黒色粘板岩製の、 打面縁調整を施した横長剥片で、 縁辺に小 剥離と共に 両面に珪酸

付済 （網掛け部）に よる光沢がみら れる。 同様の珪酸付着の剥片は、安定した大きさで 、 比較的 多 〈 存在し、石

材は黒 色粘板岩を用 いる傾向がある。

釣針形石製品 (83) 珪質 頁 岩製、 長さ2 . 7cm、 幅 1 . 6cm、 厚さ0 . 4cmで 「 し 」 字形を呈する。 軸部は緩やかな 曲

線を描き、 外縁は錢を意識 し てか 、 やや鋭角に、 内縁は弧状に鈎部へと至る。 軸部の調整は 、 a 面 内 縁が リ ン グ

の収敵 し な い折 れ状の剥離面 1 枚で形 づ く ら れ 、 外縁は上半部を急斜度に、下半部はやや緩やか に 加工している。

そ し て内外縁と も軸部から鈎部にかけて入念な角 度のある加工を施す。 b 面内 縁は、 素 材の主要剥離面をそのま

ま 留めてお り 、 ii訓 頂部は ヒ ン ジ ・ フ ラ ク チ ャ ーとなっていることから、 素材 剥片の末端部であることが理解でき

る。外縁は平坦剥離が連続 し 、 軸部から鈎部にかけて急斜度剥離を施 し 、 鈎部末端 に 至る。

異形石器 (84) 黒 II柑石製、長 さ 2.3cm 、 幅3. 0cm 、 厚さ0.8cmで、 「M」 字形に 近 い 形態である。 大きさから考

えて 、 石鏃の先端 を 打 ち 欠 いた ものは と 思わ れな い 。 上下凹 部は階段状剥離を呈す。

石核 図示し得なかったか 、 石核の最終形態 に よ り 次の よ う に 分類できる。 ①最大長 5 cm程で、原礫面を打面

とした塊状の もの。 作業而以外は原礫面を留める。珪質頁 岩と黒曜石が大部分である。 ②最大長 5 - 8 cm、厚さ

が 2 cm程で 、 板状剥片を素材とし 、 横長剥 片や不定型剥 片を剥 取する もの。打面調整を施す例 もある。大部分が

黒色粘板岩に よって 占 めら れる。 ③最大長 3 - 8 cmで 、 側面観が三角形状 • 菱形状を呈 し 、 表裏面 に 作業面を 残

す も の。黒色枯板岩 、 珪質凝灰岩な どある。 ④縦長剥片剥離の作業面を 残す もの。② ・ ③類は、同質の大型剥片

が存在することから、 大小の剥 片をかな り 生産したことが分かる。 ま た、 縦長剥片 も少なからず 存在する ものの、

そ れに対応する石核がはとん どないことから、 剥 片 剥離の 進行と共 に 石核形態が 変容 し て いる点が窺わ れ よ う 。

部分磨製石器 (87 ·88) 87は黒色粘板岩製の横長剥片の右端に両面から研磨 し ている。88 も黒色粘板岩製で

腹面側に研磨を施す。石質はほとん ど黒色粘板岩で 占 めら れる。 形態的に は整った ものが 多 〈 、 磨製石庖丁の未

製品 に 似る ものがある。

碁石形石製品 (89· 90) 89は蛇紋岩製、 長 さ 2.6cm、 幅1. 9cm 、 厚 さ 0 . 5cm。 全体がすべすべしており淵は稜を

もたず丸みを も つ。 90 も同様の蛇紋岩製、 長 さ 3. 1cm 、 幅1.5cm 、 厚さ0 . 5cmで、 器面の状態は89に似る。こ う し た

器而の特徴から、 土器の器面をみが 〈 「土器調整道具」 （小山 ・ 羽毛田他1987) 、 「研磨礫」 （直井 • 関沢他1990)

に 分類されるべき ものか も し れないが、そ れら （本稿では 「 ミ ガ キ 石」に分類）の 多 く は箆状を呈 し 、 手 に しっ
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か り 持てる 大きさであるのに 対し、 本品はやや小型である。ま た、 緑色の蛇紋岩を用 いていることか ら も 、 装飾

品の可能性 も 考 え ら れ 本器種とした。但し、土器調整具としての用途を否定する も のではな い。

磨製石鏃 (91- 103) 91- 94は未製品で、 その他は全て有扶単孔式で二等辺三角形状を呈す。 大型品 (93· 96 ·

99 ・ 1 03) と そ の他の小 型品がある。 91は研磨前の粗い整形、 92は研磨途中 、 そして全面研磨と細かな整形を経て

穿孔する (93·94) 。96は基部 に 切 り 込みをも ち 、 103は長 身細身で背 に 明 瞭な鏑をも つ。101は先端部を再研磨し

た可能性がある。石質は、珪質凝灰岩や 片 岩が主体で 、 他に 粘板岩かある。

磨製石庖 丁 ( 104- 107) 半円形直刃 の 2 孔で、 い ず れ も 破損品、未製品で、 完形の製品はな い。石材には粗

い安山岩 (104·105·107) 、 黒色粘板岩 ( 106) が選ばれている。安山岩製は穿孔段階での未製品 、 粘板岩製は剥

離に よる整形 、 初期研磨段階での未製品がある。

扁平片 刃 石 斧 ( 1 08- 117) 最 大幅 に よ り ① 1 - 2 cmの も の ( 108- 112) 、② 3 - 4 cmの も の (113· 114) 、 ③

5 cm以上の も の (115 - 117) に 分け ら れる。108· 111は共に 蛇紋岩製 、 他は黒色粘板岩製で ある。ま た 、 図示し

ていな い①類の も のには珪質凝灰岩製の も のがある。1 10 · 117は刃 部の一部に 面をも つ未製品である。研磨調整

において 、 研磨が全体 に 及ぶことは稀で 、 蛇紋岩製の108· 111 以外 、 調整面を 残す。 よって 、 製品と未製品の区

別は機能部である刃 部の面の有無で行った。 そ れと共に、 駆や楔として用 い た 際に形成される頭部の剥離面か 、

調整段階の剥離面と同様に 残置してお り 、 研磨面と剥離面の先後 関係の峻別 に注意せね ばな ら な い。

太型蛤 刃石斧 (118- 120) 3 点と も ハ ン レ イ 岩 ？ と思われる石材を利用して いる。 119は薄 型で側面かやや平

坦な面となる も ので 、 むし ろ 定角 式石斧とすべきか も しれな い。 い ず れの刃 部に も 刃 こ ばれかみ ら れる。

3 .  小結

本遺跡出土の石器• 石製品類は 、 弥生時代中期中葉 ・ 後葉の土器に 伴 う 、竪穴住居の重 複関係か ら 少な く と も

4 時期の連続した一定期間 に 残され た 資料と見 f故すことのできる も のである。遺跡全体の石器構成は 、 先 に み た

よう に、 二次加工痕有剥片 、 使用痕有剥 片を中心に 、打製石鏃 、 楔形石器、 石核 、 石錐 、 ス ク レ イ パー 、 扁 平 片

刃 石 斧 、 部分磨製石器、 磨製石鏃を一定量 も ち 、磨製石庖丁 、 砥石 、 太型蛤刃石斧 、 敲石な どを少最含む。そし

て、 これ ら に 釣針形石製品 、 異形石器、 石文 、 管玉な どを伴 う 。

さて 、 ここでは先ず 、 狩猟具 （武具を含む） を見てみ た い。 打製石鏃は、 定型的な石器のなかで量的に 最大数

を誇っている。既に述べ た よ う に 、 打製石鏃の中で特徴的な類 型は① ー(a)類 ・ ② ー(a)類で 、 これ らは形態的には

愛知 県西春 日 井郡清洲町朝日遺跡 （加藤 ・ 七原他1982) 、 阿弥陀寺遺跡 （石黒編1990) 、 愛 知 県 春 日 井市勝川逍跡

（赤塚 • 石黒他1984) 、 岐阜県美濃加茂市牧野小 山遺跡 （紅村 ・ 増子他1973) な どで見 ら れ 、 東梅地 方 におけるこ

の時期の打製石鏃の一特徴を示す も のである。 特 に 66は その典型で 、 長野市塩崎小学校遺跡（矢 口他1979) 、 佐 久

市北西の久保逍跡（小 山 ・ 羽毛田他1987) で も 1 点 づ つ出土してお り 、 出土数の僅少さか ら も 搬入品の可能性が

強 い。 更 に 、 ③ー (b)類とした石英質安 山 岩 （下 呂 石） 製の37· 42は 、 明 らかな搬入 （交 易 ） 品で 、 飯 田 市恒 川 遺

跡 （桜井 ・ 小林他 1 986) で も 同形態 • 同石質の も のが 1 点搬 入されて いることか ら 、 直接的 ・ 間接的な東梅地方

との関連 、 特にこれ ら 大型石鏃 （注 1 ) を武器とする観点 （佐原1964、 松木1989) に立って考えるな ら ば 、 武器

を媒体の一 つとし た 流 通関係を考 え ることかでき よ う 。 そして 、 東海地 方 における武器の発達の中心地域を濃尾

平野南部である （松木前掲） とするな ら 、 搬 入とい う 現象のみ に 留ま ら ず 、 併せて東洵地 方 に 特有な石鏃形態 ・

技術をも 受け入れている可能性がある。 本遺跡の① ー(a)類 ・ ② ー(a)類は 、 東海地方のそ れ に 比べ 、 断 面 形が丸味

の強 い 凸 レ ン ズ状を呈さな い 点で異なる も のの、 多 く は 大型 品 に 属する。 ま た 、 磨製石斧や磨製石鏃を伴わな い

点が気に 掛かるが、新潟 県柏崎市下 谷地遺跡 （佐藤 ·斉藤 • 高橋他1979) で も 、 ①ー(a)類 ・ ②ー(a)類の石鏃が 、

中 期 中 葉 ・ 後葉の栗林系土器と共に 出土してお り 、 これ ら を単 に 縄文時代の有茎鏃の伝統を 残すとい う 認識 に 留
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めず 、 新たな大型石鏃の波 及 ルー ト の一 つとして 「 木曽川や奥三河 を へて信濃に、 こ こか ら 越後•• •へとのびる」

（神 村1 988 a ) こ と を も検討する必要があろ う 。
一方 、 磨製石鍬に関しては 、 こ れま で県内の下伊那郡高森町北原遺跡 （松 島 ・ 戸 沢 1 951、神 村1 972) 、 恒川逍

跡、 松本市 県町辿跡 （ 直 井 • 関沢他1 9 90) な どで 、 素材剥片獲得か ら 製品ま での一 連の製作工程か明 らかにされ

てお り 、 本遺跡で も粗割→剖離調整→研磨 （側縁 ・ 表裏面→袂部 ・ 刃 部） → 穿孔 と い う 過程 を 追う こ とがで き た 。

ま た 、 県町逍跡では打製石鏃の用途 を 狩猟用 、 磨製石鏃の用途を打製石鏃 よ り 長大である こ と、磨製石鏃 出 現の

突然性、 狩猟に適さな い 低地の集落での大量生産と い う 点か ら 、「 人 間 を 標 的とする武器」と し て いる。 本遺跡で

は 、 打製 ・ 磨製石鏃に大型 品と小型 品が混在してお り 、 打製と磨製の一 元的な対比 • 分離に よ る二極化では、 用

途特定が解決困 難と思わ れ、 打製石鏃 ． 磨製石鏃の有無 、 比率、大 き さ （ 大 型 ・ 小 型 ） な どの総体的評価が必要

と考 え ら れる。 例 え ば 、 恒川遺跡は大型 ・ 小型の磨製石鏃が主体、打製石鏃は数点あるのみであ り 、 磨製石鏃の

なかで大 ・ 小型を作 り 分けている。 北西の久保遺跡は打製石鏃が 中心で 、 砦 製石鏃に比 し て小型である こ とか ら 、

前者を小型指向、後者 を 主に大型指向とし得るであろ う 。 本遺跡は、 打製石鏃で大 • 小型 品 を 、 磨 製 石鏃で も大 ・

小 型 品 を 製作している。 すなわ ち 、 こ うし た 打製 ・ 磨 製 ー 大 型 • 小型の対応 関係 を 考慮するな ら 、 石質や 製作技

術の差を越 え て 大 型 品と小型 品の作 り 分けが為される場合 もあると い え る。しか し なが ら 、 打製か小型 品、 磨 製

か大型 品 を 中心に存在 し ている こ と も事実で、 作 り 分けはあ く ま で も大 き さと石材 • 製作技術の間の安定し た 結

び つ き の上に 成 り 立 っ ていると思わ れる。

次に 、 主な加工具を見てみ た い。 多 数 出 土し た ものに石錐と楔形石器がある。 石錐は磨製石鏃、磨製石庖丁の

製作における最終段階の穿孔作業を裏付け、その形態· 加工にみ ら れる 多様性は 、 対象の違 いのみな ら ず 、 穴の

穿孔 ・ 拡大 ・ 貰通 と い う 細か な 用 法 を 反映 し ている と 考 え ら れる （ 矢 島 • 前 山 1 983、町 田 1 9 90) 。 楔形石器は、 中

期前半の大町 市来見 原遺跡（島田 • 清水1 988) で も安定して組成されてお り 、その用途 ・ 役割の重要性 を 石 器群

全体か ら 評価してい く 必要かあ ろ う 。

木材伐採• 加工用の大陸系磨製石斧では 、 伐採用の太型 蛤 刃 石斧 は 僅かで 、 加工用の扁 平 片 刃 石 斧 （楔· 盤と

し ての小 型 品 含 む ） が 多 い 。 植物加工 • 石器製作に関わる もの と し て敲石、石皿があるが 出度最はご く 僅かで 、

研磨作業に用いる砥石 （ 覆砥石 ・ 持砥石） も少量である。

農具 （収穫具 ・ 耕作具） では、 磨製石庖丁の他 、 部分磨製石器、 珪酸付消の使用痕有剥 片に代表される黒 色粘

板岩製の大 型 剥 片がある。 磨製石庖丁の製作は、製品 ・ 未 製品の石質や数か ら い っ て、組織的・ 集 中 的に行われ

たとは思われず 、 搬 入 品と在地 品が混在し た 状況 を 呈していると考 え ら れる。 部分磨製石器は、 既述した よ う に

一定の大 き さ をも ち 、 形態的に整 っ た ものか多 く 、 こ の点におい て二次加工痕有剥 片や使用痕有剥 片と分類 し た

中で共通する ものが存在してお り（写真図 版参照） 、 珪酸の付培する石器は こ れ ら に は ぼ限定される。 よ っ て 、 作

業対象に有効な剥片を得る ため打面縁調整 を施して剥離し (86·88) 、 そのま ま 使用する (86) 、 使用に よ る ダ メ

ー ジ の修繕や剥離 し た 糸I] 片が 条件を満 たさなけ れば、 研磨する (87·88) か加工を行 う 工程を追認で き よ う 。 一

方 、 耕作具は打製石斧 l 点のみである。

この時期の出 土と し ては珍しい釣針形石製 品がある。 桐原健氏に よ れば、長野県ではその出 土は縄文時代 中期

後半に限定され 、 実用として加工の易い鹿角 製 を 模し た もので 、 小型精巧 品は身体 へ装着し 、 大 型 品は住居出 入

ロ 部に掛けら れ 、 埋め ら れると推察されている （桐原1 984) 。 し かし、石鈎とされた21 点は大 き さ ( 3 -8 cm)· 

形態にかな り 変 異をも ち 、 ス ク レ イ パー を 含む 可能性がある。 加工の困 難さは 、 小型になるほど 、 軸部と鈎部の

角 度 （屈 曲度） が鋭利になるほど増す と 思われ、 83は こ う した 点と形態か ら 小型 精巧の装飾品に属すると考 え た

い。 ち なみに、 紅村 弘氏は岐阜県中津川市落合五郎遺跡出土の石製釣針 ( 2 cm程） に 関して、実用品としての可
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能性 を 述べ （紅村1963) 、 直良信夫氏は 岐阜県上室 出 土 の 、 軸頂部に 糸掛け 用 の袂 り を も つ 石製釣針 を 、 出 土地の

特徴 を 勘案 し 、 渓流釣用 と し て の実用 を 示唆 し て い る （ 直 良 1 976) 。

以上、 大雑把で冗 長 と な っ た か、 狩猟具 （武器 を 含む） 、 各種加工具 を 主体 と す る 本追跡の性格 • 評価 に つ い て

は 、 慎重に な ら ざ る を 得 な い も の の 、 背後 に 急峻 な 山 を 控 え る 自 然堤防上に 立地 し 、 武器形石製 品の石 文や大刑

石鏃の安定 し た 保持に 表象 さ れ る 状況は 、 既に 県町逍跡の報文で記さ れ て い る よ う に 、 社会的緊張状態 下 に あ る

逍跡の一様相 を 示 し て い る の か も し れ な い。 そ の具体像把握の た め に は 、 今 回 触 れ る こ と の で き な か っ た 遺跡の

立地 と 住居の配罹関係、 住 居 な ど の 遺構単位での遺物 （土器、 石器、 石 製 品 ） の あ り 方 な ど を 検討 し 、 他の周辺

逍跡 と 比較 し て い か ね ば な ら ず 、 今 後の 課題 と し た い。 ま た 実測 が全 て の器種 に 及ばず、 衰料提示 と い う 基本的

義務 を 果 たせ な か っ た 点 に つ い て は お 1宅 び し た い。

注 1 佐原氏は 凹 ・ 平基式群が長 さ 3 cm 、 重 さ 2 g 未満 に 、 凸 基式群が長 さ 3 cm 、 璽 さ 2 g 以上に分布の中心があ る こ と

を 凸 基式群＝ 武器の一つの根拠 と し て い る （佐原1964) 。 こ こ で は 形態 に か か わ ら ず 長 さ 3 cm以上の も の を 大型 石

鏃、 以下の も の を 小型石鏃 と し て 扱 う 。 そ し て 、 前者が実用 ・ 威嚇用 と し て の武器 、 後者が狩猟具の役割 を 中心的

に 担 っ て い る と 仮定す る 。

参考文献

赤塚次郎 ・ 石黒立 人他 「勝川 j 愛 知 県教育サ ー ビ ス セ ン タ ー 1984 

石黒立人編 I阿弥陀寺逍跡』 愛知 県埋蔵文化財セ ン タ ー 1 990 

岡 村道雄 「縄文時代石器の 基礎的研究法 と そ の具体例」 「東北歴 史森料館研究紀要」 5 1979 

加藤安信 ・ 七 原 恵 史他 「朝 日 逍跡j 愛知 県教育委貝 会 1 982 

神村 透 「北原遣跡J 長野県 高森町教育委貝 会 1 972 

神村 透 「 中部の弥生石器」 「考古学 ジ ャ ー ナ ル」 290 1988a 

神村 透 「 lll - 3 弥生時代の道具」 「長野県史 考古査料編J 全 1 巻 ( 4 ) 逍構 ・ 造物 1988b 

桐原 健 「 縄文の石鈎」 「 中部高地の考古学[[[』 1984 

紅村 弘 「東海の先史追跡 総括編j 1963 

紅村 弘 • 増子康哀他 ［牧野小山 追跡J 岐阜県教育委貝 会 ・ 美濃加茂市教育委貝 会 1973 

小 山 岳 夫 • 羽毛田 伸博他 「北西の 久保追跡」 佐久市教育委 員 会 1 987 

桜井弘人 ・ 小林正春他 「恒川 追 跡群J 飯 田 市教育委員 会 1 986 

佐藤則之 • 斉藤基生 • 高橋保他 「下 谷地追跡J 新潟県教育委 員 会 1 979 

佐原 真 「 石製武器 の 発達 」 「紫雲出j 託間町文化財保護委員会 1964 

島 田 哲 男 • 清水隆寿 「来見原追跡 II J 大町市教育委 員 会 1 988 

直 井雅尚 • 関 沢聡他 「松本 市 県町辿跡j 松 本 市教育委員 会 1990 

直良信夫 「釣針J 1976 

町 田 勝 則 「石錐に つ い て 思 う こ と 」 「信濃J 42- 1 0  1 990 

松 木武彦 「 弥生時代の石 製武器の発達 と 地域性 ー と 〈 に 打製石鏃に つ い て ー 」 「 考古学研究」 140 1 989 

松島 透 • 戸沢充則 「信濃北原辿跡調査概報」 「諏訪 考古学」 6 1951 

矢 口 忠良他 「塩崎逍跡群 ( 2 ) 」 長野市教育委 員 会 1979 

矢島國雄 • 前山精明 「 石錐」 『縄文文化の研究』 7 1 983 

- 86 -



第 2 表 3 次而 出 土石器 • 石製品 器種構成表

� 如譴衿i そ
計I 2 3 5 6 7 8 ， 1 0  1 1  1 2  1 3  1 4  1 5  16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 イ也

打 石 1 3 1 2 7 2 3 6 3 7 15 2 3 1 1 2 1 4  1 3 1 2  89 製 鉗
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石 2 3 l 4 4 1 2 2 l 3 1 1 1 4  I 40 
錐

ス イ
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J
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i 5 3 1 1 4  6 6 1 6 1 1  2 1 6  3 l 3 2 2 1 31  I 1 1 1 6 

礫 1 l 器
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f
./了 1 1 製 斧

4i 2 1 ， 7 5 3 6 1 3 1 1  1 l 50 核
剥 砕 5 4 27 49 1 1  200 1 1 2 93 2 8 183 73 1 2 1  365 38 52 144 109 1 0  1 5  8 399 47 2075 J 』

i
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l,が';
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l 2 1 4 イ i
イ 1 1 1 lilt 

l,") ,/ j  2 2 ］ 1 1 1 4 1 1 14 製 鏃
Aミ

同 製 1 1 1 2 1 5 2 1 3  
,\!, 

心 〗 1 1 l 3 

�: 似 1 1 2 1 3 3 1 2 2 1 1 2 20 

同 製 1 2 l l 1 6 
/,,', 

栢 イ
包
i 

製 r
l 1 I 3 l 7 

lo) 製,-I< ；；， 
1 l 1 1 l 5 

悶 〗 1 l 2 3 2 3 1 3 ］ 1 7  

〗 得 2 2 1 2 5 1 2 1 3 1 20 
' 
ガ イ i l 1 1 3 

砥 3 1 1 1 l 2 ， :i ,  
浮 1 I （-

., ィ I
れ 製 1 2 l 
形 品

釣針形 パ製
品 1 l 2 

柄 イ i
製 製

，\,', 
l 1 

共 Ai 1 1 形 器
石 1 1 父
夕H

； 

I l l l 2 1 1 5 1 3  
Ii 

水 I 1 品

イ<
1 1 1りJ

計 JO 4 1 0  64 59 1 5  276 146 1 18 3 1 0  2 1 7  102 1 60 454 47 74 1 5 1  137 1 6  25  1 1 1  557 56 3 29 2755 

- 87 -



5
 

5
 
ー

，
 
B
 

B
 

B
 

o
s

s

s

 

4
 
ー

，
 

-

4586
＾
ム
鑑
予

0
〗

-

0
 

3

A
川
川
川
川
V

8

3

8

1

 

？
贔
尋

o sB

こ
S

2

ーいハロロロリ
W
V

7

12

sBS

急9
0

S

B
 

Q
•

贔
皐
o

s
 

ー

6

1

 

SB

0
587

0
S
 

�
- W' V  y 

S B 13  1 6 � L:> 

c:::::::::::> 1 7  <:> 18  19  
S B 1 4  

20 

S 8 13 S 8 13  S B 1 4  

?14 2 1 了 2 2 :- 2 3

0 

` 5 

I I I I I I 
第 1 07図 3 次而 出 土石 器実測図( 1 )

- 88-



I \ 

＜二＞

S B  15  26 
S B 15 

27 

S B  16  

� 

(> 41 
S B  1 6  

゜

I I I 

!!. 

疇雹ぷ
c:::::::::> .c:::: ニニ＞

29  S B  1 6  30 
S B 16 こ二/ 28 

゜

5

4
 

3
 

0
SB

ー
／
円
『

-
《)

s

〗
s

凸〗

43817

1616

ハ
◇

-

S

:

�

37

皐ー

：
屈
鰭
0

SB

胤
32

16

八
闘
算
-

O
s

贔
墨

sB
ー

皐
0

3SB

＜こ＞ 42 
S B 17 

三cm
� 45 

S B 18 

＾
鯰

<、一―:;_.._,..

S 8 18 
44 

� 46 
S B  1 8  

第 108図 3 次面 出 土石器実測図(2)

-89 -



6
 
5

1
 

0

贔
0
825

6825Os
 

s
 

5

-

22
 

B
 
s
 

0

州
55

6゚
 

5

ー|ー
_

\
_
1

25

6

 

：
籐
網
鴫

ご

A磁
皐

傘
°
s

B

，
 
4
 

＾
 

2

4

 

2
 
B

5

-

，
 

s
 

25
 
B

5

 

S

25

ANバハリいロロV
69

B
 

]

贔
o

53

0S

魯

皐
〗s

＼
凶

s

8
 

48

八
恩`
0
S2

825

A
州
川
W
V

os

5
 

3
 
6
 

47

Aos
i
に

く

息
ク

S

，
 
Bl

1

A
川
川
川
V
57

^

5
 

贔 9
0
825

贔
守
0

:

3
0
825
△

0
 

s
 

0 5cm  C? 
I I I I I I 70  

S D 8 <:::::> 7l 
S 0 1 3 

第 1 09図 3 次面 出 土石 器実測 図(3)

-90 -



' ' 
0 (

'1冒『
｀ 

D 72 0 
73 ( \  74 

砂 0,. 。 望 八グ ／三 75 

CJ 
c 83 C> S 8 13 

77  ＜ 

� 

〗
78 、'·

-
乙＞ 80 

＼ 
79  

81 

゜ 、 I � \J! 膨�

I゚ I I I I ． 
第1 10図 3 次 面 出 土石 器 • 石製品実測 図(4) (83以外全て S B 25) 

- 9 1 -

84 

5cm  
I 



ー

�、 85
S 8 25 

\7
)
 ＼

／
 

\/
 

\
.

 

86 
検：t ' ,  面

o
l

 
10cm 

くこ二三 S B25 
88 

文
�
 89 

S B 3  

S B  16  こS B  16 � e: ロ ' Cヽ � ↓ V 

第 1 1 1 図 3 次面 出土石器 • 石製品実測図(5)

- 92 -




